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発行所同朋新聞
どうぼうしん ぶん

真宗大谷派宗務所 『同朋新聞』を毎月ご自宅に
お送りすることができます。
ご希望の方はこちら
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仏法僧の三宝に帰依し、お念仏の教えを拠り所として生きることを親鸞さまの前で
誓います。現在はお寺でも受式できます。法名をいただき、お念仏の教えを聞く
生活を始めましょう。                                               （写真：真宗本廟 御影堂）

帰敬式を受けましょう

同朋新聞

宗派公式ウェブサイトから
この写真をダウンロードできます。

各ご寺院で帰敬式の奨励にご活用ください。

電子版は
こちら

Con ten ts

　この二句で親鸞は、『大無量寿経』の教説に基づいて、法蔵菩薩が本願を発
すことに至った経緯に言及しています。
　『大無量寿経』において、世自在王仏に出会った法蔵菩薩には、衆生の苦悩
のもとを取り除くために浄土を建立したいという志が芽生え、その方法を師に尋
ねたと説かれています。
　その問いに対して師は、二つの教えを示しました。まず「自分の願いを大事に
して、とにかく頑張りなさい」と励ましました。そして全ての世界をありのままに見
せました。
　この二句において親鸞は、二つ目の教えを取り上げています。今回、私たち
は、この二句で親鸞が「浄土の因（causes of the Pure Lands）」と「国土人天
の善悪」を並べて述べている点に特に注目すべきです。
　日頃の生活では、私たちは常 に々幸福を求め、しかもその幸福が私たちの善悪
の行いによって得られると考え、より善く生きようとしています。一方、過ちを犯すと、

不安や罪悪感に苛まれます。しかし、私たちの今ある幸福と過去の善悪の行いは、
私たちがいつも感じているほどに因果関係として直結しているでしょうか。
　正直に自分の人生を振り返ってみると、私の行いの内容は、私の幸福と、それ
ほどつながっていません。
　実際に私が善いことを成し遂げることができた時には、私の思いをはるかに
超えた形で合わさった因縁が、その善いことを可能にしたのです。また、悪い行
いも、不可思議な因縁の結果ですから、善悪の観念に敏感に振り回される人生
への臨み方に大きな勘違いがあると言わざるを得ません。つまり、私たちの通常
の思考では、今の善悪を、将来の幸福を決定する因として取り違えています。
　法蔵菩薩は、師の教えをとおして幸福と行いの間にある本当の因果関係を
見極めました。それは、「今ある幸福が無量寿の恵みによって得られている」と
諭す念仏の教えによって、私たちの苦悩を取り除くという結論に至る第一歩
でした。

覩見諸仏浄土因　国土人天之善悪

英語で味わう

正信偈の世界

マイケル・コンウェイ氏
（大谷大学 文学部真宗学科 准教授）

He viewed the causes of the Pure Lands of the myriad Buddhas,
As well as the positive and negative traits of both 
the lands and the human and heavenly beings there.

英訳

親鸞聖人が著された「正信偈」の言葉には、どのようなメッセージが込められているのでしょうか。
英訳をとおして、一緒に味わっていきましょう。
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特集  真宗大谷派学校連合会を知っていますか？
����年春の法要  親鸞聖人御誕生会 記念講演抄録「教えを聞く」 青木 玲 氏

『 観無量寿経 』 序分に学ぶ  ―王舎城の物語④―
―
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和訳はこちら
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（1）  第821号 2026年（令和8年）4月1日（毎月1日発行）

帰敬式 東本願寺真宗門徒として帰敬式（おかみそり）を受けましょう 【帰敬式相談窓口 075-371-9185 平日9：00～16：00】   



加盟校本山研修の1日
両堂参拝 清掃奉仕

講義 勤行・感話

真宗大谷派学校連合会を
知っていますか？

2025年、真宗大谷派学校連合会は結成60周年を迎えました。
全国にある加盟校では、浄土真宗の教えに基づく人間教育が実践されています。
本特集では、全国各地の加盟校と毎年各校が真宗本廟（東本願寺）で実施する

本山研修の様子をご紹介します。

　宗祖親鸞聖人の浄土真宗の教えに基づく人間教育を
実践し、豊かな人間の誕生を願いとして設立された関係
学校の連合組織を指します。加盟校に集う学生・生徒・
児童は、日々 の人間学や宗教科の授業による仏教・真宗
の学びを重ね、その他特色ある学びをとおして、豊かな
人間関係と柔軟な人間性を育み、社会に羽ばたいていか
れます。
　加盟校は現在、北海道から九州に13学園33校（大学
6、短大5、高校17、中学4、小学1）あり、生徒・教員合わせて
約29,000人が在籍しています。

毎年こんなにたくさんの加盟校が本山で研修・参拝しています！

スケジュール

13時
14時
15時
16時
17時
18時
22時

両堂参拝・開講式
講義
座談
声明練習
夕事勤行・感話
夕食
消灯

お堂の荘厳な雰囲気
の中で心静かに合掌
し、東本願寺宿泊研
修がスタートします。

6時 　　
6時20分
7時 　　
8時 　　
11時 　　

起床
清掃奉仕
晨朝参拝
朝食
閉講式

身近な問題から、
仏教・真宗の教えを
聞き、「私」を問い、
話し合います。

「正信偈」をみんなで
声を出してお勤めし、
研修をとおして感じた
こと、思い出されたこと
を話します。

お堂の縁を雑巾で掃
除をすることをとおし
て、東本願寺を大切に
してきた人々の願いの
歴史に触れます。

2025年度 本山研修・参拝一覧

学校連合会HP

学校連合会主催
「生徒のつどい」「新任教職員研修会」

大谷大学 教化学演習Ⅱ
同朋大学 仏教・別科1年生
稚内大谷高等学校 2年生
小松大谷高等学校 1年生
飯田女子高等学校 
全日制1年生・通信制全学年

伊那西高等学校 1年生

名古屋大谷高等学校 1年生
豊田大谷高等学校 1年生
大谷中学校［大阪］ 1年生
京都光華中学校 1年生
京都光華高等学校 1年生
光華小学校 3年生

大谷大学 （1年生・新任教職員・新任事務職員）
京都光華女子大学 （1年生・全学年希望者）
北海道大谷室蘭高等学校（2年生・女子サッカー部【全国出場】）
帯広大谷高等学校 （2年生）
小松大谷高等学校（硬式野球部【甲子園出場記念】）
飯田女子高等学校 （保護者会）
大成中学・高等学校 （中学1年生・高校1・2年生）
愛知啓成高等学校 （3年生）
名古屋大谷高等学校 （保護者会）
同朋高等学校 （3年生）
東大谷高等学校 （1年生）
大谷中学・高等学校 ［大阪］（中学1年生・高校1年生）
京都光華中学・高等学校 （中学2年生・高校2・3年生）
大谷中学・高等学校 ［京都］
（中学全学年・高校1・2年生・高校3年生選択授業・吹奏楽部・
 美術科教員・保護者会・留学生・姉妹校）
光華小学校 （6年生）

読者の方へ

生きるということ、
こんなことをゆっくり考えるのは

初めてだった。

忘れてはならないことを
思い出させてくれる、

それが東本願寺での研修です。
研修は決して生徒のためだけではなく、

教員のためでもあります。生徒の声 教員の声

大谷学園
■大阪大谷大学
■大谷中学校・高等学校
■東大谷高等学校

真宗大谷学園
■大谷大学
■大谷中学校・高等学校
■九州大谷短期大学 北陸大谷学園

■小松大谷高等学校

望洋大谷学園
■北海道大谷室蘭高等学校

稚内大谷学園
■稚内大谷高等学校

高松学園
■飯田短期大学
■飯田女子高等学校
■伊那西高等学校

尾張学園
■名古屋大谷高等学校
■豊田大谷高等学校

函館大谷学園
■函館大谷短期大学
■函館大谷高等学校

同朋学園
■同朋大学
■名古屋音楽大学
■名古屋造形大学
■同朋高等学校

帯広大谷学園
■帯広大谷短期大学
■帯広大谷高等学校

愛知真和学園
■大成中学校・高等学校
■愛知啓成高等学校

光華学園
■京都光華大学・短期大学（部）
■京都光華中学校・高等学校
■光華小学校

北海道

長野
愛知

石川

京都
大阪

福岡
大分

研
修

参
拝

両堂参拝 清掃奉仕
講義 勤行・感話

―安心して生きていける場所―
これが加盟校に関わるすべての
人びとが共有する願いです。
この願いのもと、学生・生徒・児童と
教員がともに学び、豊かに育ちあう。
各加盟校は、これからも浄土真宗に
学ぶ若者を育てることをとおして、
安心して生き合える社会の実現に
寄与していきます。

1日目1日目 2日目2日目

加盟校本山研修の1日

   全国に
   加盟校が
    こんなにあるよ

岩尾昭和学園
■昭和学園高等学校

総勢
2025年度 本山研修・参拝

8,321人

小松大谷高等学校小松大谷高等学校

京都光華高等学校京都光華高等学校

飯田女子高等学校飯田女子高等学校

光華小学校光華小学校

真宗大谷派学校連合会とは

※各校によって研修内容が一部異なります。

この紙面のお問い合わせはこちら  真宗大谷派学校連合会事務局 075-371-9193

（2）2026年（令和8年）4月1日  第821号

稲川 邦彦さん、智子さん

お手次寺の前坊守が作られた布絵。店内に飾られている。

　名
古
屋
別
院
の
近
く
、名
古
屋

市
中
区
に
あ
る
居
酒
屋「
酒
食
処 

も
ん
や
」。1
9
9
9
年
に
お
店
を
始

め
、現
在
の
場
所
に
店
を
構
え
ら
れ

て
か
ら
17
年
。別
院
関
係
の
お
客
さ

ん
も
多
く
来
ら
れ
る
こ
の
お
店
を
、稲

川
邦
彦
さ
ん
と
智
子
さ
ん
は
夫
婦
で

営
ま
れ
て
い
る
。

　お
二
人
は
、邦
彦
さ
ん
の
母
親
が

亡
く
な
る
ま
で
は
、お
寺
の
こ
と
、仏

事
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た

と
い
う
。「
法
事
の
際
に
集
ま
っ
た

親
戚
た
ち
は
住
職
に
あ
わ
せ
て

「
正
信
偈
」を
勤
め
る
中
、自
分

た
ち
は
読
め
ず
、た
だ
じ
っと
し
て

い
る
し
か
な
か
っ
た
」と
語
ら
れ
た
。

そ
こ
か
ら
毎
月
の
お
勤
め
や
年
忌

法
要
を
勤
め
て
い
く
う
ち
に
読
め

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。そ
し
て

2
0
1
7
年
、お
手
次
の
圓
福

寺
で
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十

回
御
遠
忌
法
要
が
勤
ま
る
際

に
、と
も
に
お
勤
め
を
し
な
い
か
と
、

お
店
に
来
ら
れ
た
副
住
職
と
前
坊

守
に
誘
わ
れ
た
。法
要
で
は
、普
段
の

お
勤
め
よ
り
重
た
い「
真
四
句
目
下
」

で「
正
信
偈
」を
勤
め
る
の
で
、最
初

は
で
き
る
か
不
安
に
思
わ
れ
た
が
、そ

こ
か
ら
月
に
一
回
の
お
寺
で
の
稽
古

と
、自
宅
で
D
V
D
を
見
な
が
ら
の

練
習
を
一
年
続
け
、無
事
に
お
勤
め

が
で
き
た
。そ
し
て
そ
の
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、お
寺
の
行
事
の
お
手
伝
い
や
聞

法
会
に
参
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。「
仏
教
は
難
し
く
て
、聞
法
会

に
参
加
し
た
時
は
そ
う
な
の
か
な
と

思
う
け
れ
ど
、次
の
月
に
な
っ
た
ら
さ
っ

ぱ
り
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
る
」と
邦
彦

さ
ん
は
笑
顔
で
話
さ
れ
る
。

　普
段
の
生
活
を
伺
う
と
、朝
は
市

場
で
買
い
出
し
、昼
と
夜
は
営
業
、定

休
日
は
基
本
的
に
日
曜
日
だ
け
と
い

う
非
常
に
忙
し
い
生
活
を
さ
れ
て
い

る
。そ
ん
な
中
で
も
お
寺
で
、月
1
回

の
同
朋
の
会
な
ど
に
足
を
運
び
、さ
ら

に
本
山
の
報
恩
講
へ
の
団
体
参
拝

や
、奉
仕
団
に
も
参
加
さ
れ
て
い
る
。

　智
子
さ
ん
は
、「
自
宅
は
お
店
か
ら

遠
く
、忙
し
く
て
不
在
に
す
る
こ
と
が

多
い
の
で
、地
元
で
の
お
付
き
合
い
が

少
な
い
ん
で
す
。だ
か
ら
、お
寺
に
行

く
と
い
ろ
ん
な
方
に
会
え
て
、そ
れ
ぞ

れ
違
う
考
え
方
を
聞
か
せ
て
も
ら
え

る
こ
と
が
あ
り
が
た
い
で
す
し
、お
も

し
ろ
い
で
す
ね
」と
う
れ
し
そ
う
に
語

ら
れ
た
。

　人
と
人
と
の
出
あ
い
の
場
と
し
て
の

お
寺
の
役
割
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
と

と
も
に
、ご
多
忙
な
中
で
も
聞
法
生

活
を
続
け
ら
れ
る
稲
川
さ
ん
ご
夫
婦

の
姿
勢
に
、頭
の
さ
が
る
思
い
が
し
た
。

お寺の掲示板に込められたさまざまな願いを、
今月の言葉と一緒に毎月お届けします。

本
多 

真
淑

新
潟
教
区
通
信
員

第267回

生るき
い ま

現在を

福照寺（新潟教区 第23組）

名
古
屋
教
区
通
信
員

廣
瀬 

彰
紀

第31回

日
本
全
国
の
ご
門
徒
の
方
々
や
各
地
で
開
か
れ
て
い
る
同
朋
の
会
を
紹
介
し
ま
す
。

「
忙
し
い
日
常
の
中
で
」

　10
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
福
照

寺
の
掲
示
板
は
、車
通
り
の
多

い
川
沿
い
の
道
路
か
ら
見
え
る

位
置
に
あ
り
、
月
一
で
住
職
が

書
か
れ
た
法
語
や
お
寺
の
行
事

の
告
知
が
貼
り
出
さ
れ
て
い
る
。 

　掲
示
板
を
設
置
し
て
最
初

に
掲
示
し
た
の
は
除
夜
の
鐘
の

お
知
ら
せ
。す
る
と
例
年
と
比

べ
て
、普
段
は
来
ら
れ
な
い
方
々

が
た
く
さ
ん
集
ま
り
、掲
示
板

が
道
行
く
方
の
目
に
留
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
た
と
い
う
。 

　そ
の
掲
示
板
に
法
語
を
貼
り

出
す
こ
と
に
つ
い
て
住
職
は
、

「
目
を
留
め
て
く
だ
さ
っ
た
方
が

何
か
し
ら
を
感
じ
て
、そ
の
方
の

生
き
る
力
に
な
れ
ば
」と
願
っ
て

い
る
と
い
う
。な
る
べ
く
難
し
い

言
葉
や
仏
教
用
語
は
使
わ
ず
、

パッ
と
見
た
時
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
、

誰
で
も
わ
か
り
や
す
い
言
葉
を

選
ぶ
こ
と
を
と
て
も
大
事
に
し

て
い
る
そ
う
だ
。
今
ま
で
掲
示

し
て
き
た
言
葉
は
何
枚
に
も
わ

た
り
記
録
に
残
さ
れ
て
い
て
、

そ
の
時
々
の
反
響
も
住
職
の
記

憶
に
し
っ
か
り
残
さ
れ
て
い
る
。 

　「
当
た
り
前
」を
な
く
し
て
か

ら「
あ
っ
た
こ
と
」が
当
た
り
前

じ
ゃ
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
わ

が
身
。そ
ん
な
わ
が
身
に
気
づ
か

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
も
、日
常

生
活
の
中
で
そ
の
気
づ
き
が
薄

れ
て
い
く
の
も
わ
が
身
。 

　日
々
の
生
活
の
中
、ふ
と
問

い
か
け
て
く
れ
る
掲
示
板
の
意

義
に
、あ
ら
た
め
て
、出
遇
わ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

新潟県新潟市北区下土地亀301番地
住職  中冨 正純

　け
が
を
し
た
り
、風
邪
を
ひ
い
た
り

す
る
と
健
康
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ

ま
す
が
、そ
れ
が
治
る
や
否
や
私
た
ち

は
、そ
の
気
持
ち
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　当
た
り
前
の
よ
う
に
毎
日
を
過
ご

し
て
い
る
け
ど
、ど
ん
な
毎
日
で
も
、

今
と
い
う
時
間
は
決
し
て
当
た
り
前

で
な
く
、ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
も
の
で

は
な
い
。今
あ
る
こ
と
す
べ
て
が
有
難

き
こ
と
だ
と
、あ
ら
た
め
て
私
自
身
考

え
さ
せ
ら
れ
た
言
葉
で
す
。

稲
川 

邦
彦
さ
ん（
67
歳
）

智
子
さ
ん（
66
歳
）
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家族や友人など有縁の方に『同朋新聞』を配りましょう



加盟校本山研修の1日
両堂参拝 清掃奉仕

講義 勤行・感話

真宗大谷派学校連合会を
知っていますか？

2025年、真宗大谷派学校連合会は結成60周年を迎えました。
全国にある加盟校では、浄土真宗の教えに基づく人間教育が実践されています。
本特集では、全国各地の加盟校と毎年各校が真宗本廟（東本願寺）で実施する

本山研修の様子をご紹介します。

　宗祖親鸞聖人の浄土真宗の教えに基づく人間教育を
実践し、豊かな人間の誕生を願いとして設立された関係
学校の連合組織を指します。加盟校に集う学生・生徒・
児童は、日々 の人間学や宗教科の授業による仏教・真宗
の学びを重ね、その他特色ある学びをとおして、豊かな
人間関係と柔軟な人間性を育み、社会に羽ばたいていか
れます。
　加盟校は現在、北海道から九州に13学園33校（大学
6、短大5、高校17、中学4、小学1）あり、生徒・教員合わせて
約29,000人が在籍しています。

毎年こんなにたくさんの加盟校が本山で研修・参拝しています！

スケジュール

13時
14時
15時
16時
17時
18時
22時

両堂参拝・開講式
講義
座談
声明練習
夕事勤行・感話
夕食
消灯

お堂の荘厳な雰囲気
の中で心静かに合掌
し、東本願寺宿泊研
修がスタートします。

6時 　　
6時20分
7時 　　
8時 　　
11時 　　

起床
清掃奉仕
晨朝参拝
朝食
閉講式

身近な問題から、
仏教・真宗の教えを
聞き、「私」を問い、
話し合います。

「正信偈」をみんなで
声を出してお勤めし、
研修をとおして感じた
こと、思い出されたこと
を話します。

お堂の縁を雑巾で掃
除をすることをとおし
て、東本願寺を大切に
してきた人々の願いの
歴史に触れます。

2025年度 本山研修・参拝一覧

学校連合会HP

学校連合会主催
「生徒のつどい」「新任教職員研修会」

大谷大学 教化学演習Ⅱ
同朋大学 仏教・別科1年生
稚内大谷高等学校 2年生
小松大谷高等学校 1年生
飯田女子高等学校 
全日制1年生・通信制全学年

伊那西高等学校 1年生

名古屋大谷高等学校 1年生
豊田大谷高等学校 1年生
大谷中学校［大阪］ 1年生
京都光華中学校 1年生
京都光華高等学校 1年生
光華小学校 3年生

大谷大学 （1年生・新任教職員・新任事務職員）
京都光華女子大学 （1年生・全学年希望者）
北海道大谷室蘭高等学校（2年生・女子サッカー部【全国出場】）
帯広大谷高等学校 （2年生）
小松大谷高等学校（硬式野球部【甲子園出場記念】）
飯田女子高等学校 （保護者会）
大成中学・高等学校 （中学1年生・高校1・2年生）
愛知啓成高等学校 （3年生）
名古屋大谷高等学校 （保護者会）
同朋高等学校 （3年生）
東大谷高等学校 （1年生）
大谷中学・高等学校 ［大阪］（中学1年生・高校1年生）
京都光華中学・高等学校 （中学2年生・高校2・3年生）
大谷中学・高等学校 ［京都］
（中学全学年・高校1・2年生・高校3年生選択授業・吹奏楽部・
 美術科教員・保護者会・留学生・姉妹校）
光華小学校 （6年生）

読者の方へ

生きるということ、
こんなことをゆっくり考えるのは

初めてだった。

忘れてはならないことを
思い出させてくれる、

それが東本願寺での研修です。
研修は決して生徒のためだけではなく、

教員のためでもあります。生徒の声 教員の声

大谷学園
■大阪大谷大学
■大谷中学校・高等学校
■東大谷高等学校

真宗大谷学園
■大谷大学
■大谷中学校・高等学校
■九州大谷短期大学 北陸大谷学園

■小松大谷高等学校

望洋大谷学園
■北海道大谷室蘭高等学校

稚内大谷学園
■稚内大谷高等学校

高松学園
■飯田短期大学
■飯田女子高等学校
■伊那西高等学校

尾張学園
■名古屋大谷高等学校
■豊田大谷高等学校

函館大谷学園
■函館大谷短期大学
■函館大谷高等学校

同朋学園
■同朋大学
■名古屋音楽大学
■名古屋造形大学
■同朋高等学校

帯広大谷学園
■帯広大谷短期大学
■帯広大谷高等学校

愛知真和学園
■大成中学校・高等学校
■愛知啓成高等学校

光華学園
■京都光華大学・短期大学（部）
■京都光華中学校・高等学校
■光華小学校

北海道

長野
愛知

石川

京都
大阪

福岡
大分

研
修

参
拝

両堂参拝 清掃奉仕
講義 勤行・感話

―安心して生きていける場所―
これが加盟校に関わるすべての
人びとが共有する願いです。
この願いのもと、学生・生徒・児童と
教員がともに学び、豊かに育ちあう。
各加盟校は、これからも浄土真宗に
学ぶ若者を育てることをとおして、
安心して生き合える社会の実現に
寄与していきます。

1日目1日目 2日目2日目

加盟校本山研修の1日

   全国に
   加盟校が
    こんなにあるよ

岩尾昭和学園
■昭和学園高等学校

総勢
2025年度 本山研修・参拝

8,321人

小松大谷高等学校小松大谷高等学校

京都光華高等学校京都光華高等学校

飯田女子高等学校飯田女子高等学校

光華小学校光華小学校

真宗大谷派学校連合会とは

※各校によって研修内容が一部異なります。

この紙面のお問い合わせはこちら  真宗大谷派学校連合会事務局 075-371-9193
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稲川 邦彦さん、智子さん

お手次寺の前坊守が作られた布絵。店内に飾られている。

　名
古
屋
別
院
の
近
く
、名
古
屋

市
中
区
に
あ
る
居
酒
屋「
酒
食
処 

も
ん
や
」。1
9
9
9
年
に
お
店
を
始

め
、現
在
の
場
所
に
店
を
構
え
ら
れ

て
か
ら
17
年
。別
院
関
係
の
お
客
さ

ん
も
多
く
来
ら
れ
る
こ
の
お
店
を
、稲

川
邦
彦
さ
ん
と
智
子
さ
ん
は
夫
婦
で

営
ま
れ
て
い
る
。

　お
二
人
は
、邦
彦
さ
ん
の
母
親
が

亡
く
な
る
ま
で
は
、お
寺
の
こ
と
、仏

事
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た

と
い
う
。「
法
事
の
際
に
集
ま
っ
た

親
戚
た
ち
は
住
職
に
あ
わ
せ
て

「
正
信
偈
」を
勤
め
る
中
、自
分

た
ち
は
読
め
ず
、た
だ
じ
っと
し
て

い
る
し
か
な
か
っ
た
」と
語
ら
れ
た
。

そ
こ
か
ら
毎
月
の
お
勤
め
や
年
忌

法
要
を
勤
め
て
い
く
う
ち
に
読
め

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。そ
し
て

2
0
1
7
年
、お
手
次
の
圓
福

寺
で
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十

回
御
遠
忌
法
要
が
勤
ま
る
際

に
、と
も
に
お
勤
め
を
し
な
い
か
と
、

お
店
に
来
ら
れ
た
副
住
職
と
前
坊

守
に
誘
わ
れ
た
。法
要
で
は
、普
段
の

お
勤
め
よ
り
重
た
い「
真
四
句
目
下
」

で「
正
信
偈
」を
勤
め
る
の
で
、最
初

は
で
き
る
か
不
安
に
思
わ
れ
た
が
、そ

こ
か
ら
月
に
一
回
の
お
寺
で
の
稽
古

と
、自
宅
で
D
V
D
を
見
な
が
ら
の

練
習
を
一
年
続
け
、無
事
に
お
勤
め

が
で
き
た
。そ
し
て
そ
の
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、お
寺
の
行
事
の
お
手
伝
い
や
聞

法
会
に
参
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。「
仏
教
は
難
し
く
て
、聞
法
会

に
参
加
し
た
時
は
そ
う
な
の
か
な
と

思
う
け
れ
ど
、次
の
月
に
な
っ
た
ら
さ
っ

ぱ
り
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
る
」と
邦
彦

さ
ん
は
笑
顔
で
話
さ
れ
る
。

　普
段
の
生
活
を
伺
う
と
、朝
は
市

場
で
買
い
出
し
、昼
と
夜
は
営
業
、定

休
日
は
基
本
的
に
日
曜
日
だ
け
と
い

う
非
常
に
忙
し
い
生
活
を
さ
れ
て
い

る
。そ
ん
な
中
で
も
お
寺
で
、月
1
回

の
同
朋
の
会
な
ど
に
足
を
運
び
、さ
ら

に
本
山
の
報
恩
講
へ
の
団
体
参
拝

や
、奉
仕
団
に
も
参
加
さ
れ
て
い
る
。

　智
子
さ
ん
は
、「
自
宅
は
お
店
か
ら

遠
く
、忙
し
く
て
不
在
に
す
る
こ
と
が

多
い
の
で
、地
元
で
の
お
付
き
合
い
が

少
な
い
ん
で
す
。だ
か
ら
、お
寺
に
行

く
と
い
ろ
ん
な
方
に
会
え
て
、そ
れ
ぞ

れ
違
う
考
え
方
を
聞
か
せ
て
も
ら
え

る
こ
と
が
あ
り
が
た
い
で
す
し
、お
も

し
ろ
い
で
す
ね
」と
う
れ
し
そ
う
に
語

ら
れ
た
。

　人
と
人
と
の
出
あ
い
の
場
と
し
て
の

お
寺
の
役
割
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
と

と
も
に
、ご
多
忙
な
中
で
も
聞
法
生

活
を
続
け
ら
れ
る
稲
川
さ
ん
ご
夫
婦

の
姿
勢
に
、頭
の
さ
が
る
思
い
が
し
た
。

お寺の掲示板に込められたさまざまな願いを、
今月の言葉と一緒に毎月お届けします。

本
多 

真
淑

新
潟
教
区
通
信
員

第267回

生るき
い ま

現在を

福照寺（新潟教区 第23組）

名
古
屋
教
区
通
信
員

廣
瀬 

彰
紀

第31回

日
本
全
国
の
ご
門
徒
の
方
々
や
各
地
で
開
か
れ
て
い
る
同
朋
の
会
を
紹
介
し
ま
す
。

「
忙
し
い
日
常
の
中
で
」

　10
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
福
照

寺
の
掲
示
板
は
、車
通
り
の
多

い
川
沿
い
の
道
路
か
ら
見
え
る

位
置
に
あ
り
、
月
一
で
住
職
が

書
か
れ
た
法
語
や
お
寺
の
行
事

の
告
知
が
貼
り
出
さ
れ
て
い
る
。 

　掲
示
板
を
設
置
し
て
最
初

に
掲
示
し
た
の
は
除
夜
の
鐘
の

お
知
ら
せ
。す
る
と
例
年
と
比

べ
て
、普
段
は
来
ら
れ
な
い
方
々

が
た
く
さ
ん
集
ま
り
、掲
示
板

が
道
行
く
方
の
目
に
留
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
た
と
い
う
。 

　そ
の
掲
示
板
に
法
語
を
貼
り

出
す
こ
と
に
つ
い
て
住
職
は
、

「
目
を
留
め
て
く
だ
さ
っ
た
方
が

何
か
し
ら
を
感
じ
て
、そ
の
方
の

生
き
る
力
に
な
れ
ば
」と
願
っ
て

い
る
と
い
う
。な
る
べ
く
難
し
い

言
葉
や
仏
教
用
語
は
使
わ
ず
、

パッ
と
見
た
時
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
、

誰
で
も
わ
か
り
や
す
い
言
葉
を

選
ぶ
こ
と
を
と
て
も
大
事
に
し

て
い
る
そ
う
だ
。
今
ま
で
掲
示

し
て
き
た
言
葉
は
何
枚
に
も
わ

た
り
記
録
に
残
さ
れ
て
い
て
、

そ
の
時
々
の
反
響
も
住
職
の
記

憶
に
し
っ
か
り
残
さ
れ
て
い
る
。 

　「
当
た
り
前
」を
な
く
し
て
か

ら「
あ
っ
た
こ
と
」が
当
た
り
前

じ
ゃ
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
わ

が
身
。そ
ん
な
わ
が
身
に
気
づ
か

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
も
、日
常

生
活
の
中
で
そ
の
気
づ
き
が
薄

れ
て
い
く
の
も
わ
が
身
。 

　日
々
の
生
活
の
中
、ふ
と
問

い
か
け
て
く
れ
る
掲
示
板
の
意

義
に
、あ
ら
た
め
て
、出
遇
わ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
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　け
が
を
し
た
り
、風
邪
を
ひ
い
た
り

す
る
と
健
康
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ

ま
す
が
、そ
れ
が
治
る
や
否
や
私
た
ち

は
、そ
の
気
持
ち
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　当
た
り
前
の
よ
う
に
毎
日
を
過
ご

し
て
い
る
け
ど
、ど
ん
な
毎
日
で
も
、

今
と
い
う
時
間
は
決
し
て
当
た
り
前

で
な
く
、ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
も
の
で

は
な
い
。今
あ
る
こ
と
す
べ
て
が
有
難

き
こ
と
だ
と
、あ
ら
た
め
て
私
自
身
考

え
さ
せ
ら
れ
た
言
葉
で
す
。
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の電子版を配信いたします。ぜひご
登録ください。

メルマガの
登録は
こちら

家族や知人にも
おすすめください！

無料ぜ
ひ
、有
縁
の
方
に
も
お
す
す
め
く
だ
さ
い

電子版

（3） 2026年（令和8年）4月1日  第821号

家族や友人など有縁の方に『同朋新聞』を配りましょう



電子版『同朋新聞』
ページより記念講
演（全編）の映像を
ご覧いただけます。

　
私
は
、ほ
ぼ
毎
朝
パ
ン
を
食
べて
い
ま
す
。で

す
か
ら
、出
張
な
ど
で
京
都
に
来
る
と
、必
ず

パ
ン
屋
さ
ん
へ
寄
って
、い
ろ
ん
な
パ
ン
を
買
って

帰
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、食
パ
ン
を
食
べる
と
し
ま
す
。食
パ

ン
は
ト
ー
ス
タ
ー
で
焼
い
て
食
べる
の
と
、焼
か

ず
に
そ
の
ま
ま
食
べる
の
と
、ど
ち
ら
が
正
し
い

で
し
ょ
う
か
。言
う
ま
で
も
な
く
、ど
ち
ら
も
正

し
い
わ
け
で
す
。好
き
好
き
で
す
。

　
し
か
し
、

　「
私
は
焼
か
ず
に
そ
の
ま
ま
食
べる
」

　「
え
ー
、な
ん
で
？
こ
の
パ
ン
は
焼
い
た
ほ
う

　
が
絶
対
お
い
し
い
よ
。普
通
、焼
い
て
食
べる

　
で
し
ょ
う
」

と
、お
互
い
の
意
見
を
主
張
し
合
っ
た
ら
、ど
う

か
な
か
理
解
で
き
な
い
」な
ど
と
い
う
声
を
よ

く
耳
に
し
ま
す
。ま
た
、授
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、「
仏
教
は
何
を
説
い
て
い
る
か
さ
っ
ぱ
り
わ

か
ら
な
い
。そ
ん
な
教
え
を
な
ぜ
聞
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
」と
問
わ
れ
た
経
験
も
あ
り

ま
す
。

　「
親
鸞
聖
人
は
、教
え
を
聞
く
こ
と
を
大
事

に
さ
れ
ま
し
た
」と
言
う
と
、「
そ
も
そ
も
、な

ぜ
教
え
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」と

い
う
疑
問
が
出
て
く
る
の
は
、当
然
と
言
え
ば

当
然
で
す
。な
ぜ
教
え
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
と
言
え
ば
、私
た
ち
が
日
常
生
活
を

送
って
い
て
、は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
が
あ
る
か

ら
で
す
。

　
で
は
、はっ
き
り
し
な
い
こ
と
と
は
何
な
の
か
。

そ
の
こ
と
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
親
鸞
聖
人
御
誕
生
会
に
あ
た
り
、「
教
え
を

聞
く
」と
い
う
講
題
で
お
話
を
し
ま
す
。

　
今
日
の
講
題
を
、な
ぜ「
教
え
を
聞
く
」に

し
た
か
と
言
う
と
、親
鸞
聖
人
が
教
え
を
聞

く
こ
と
を
大
事
に
さ
れ
た
か
ら
で
す
。親
鸞
聖

人
は
、生
涯
を
と
お
し
て
師
で
あ
る
法
然
上
人

の
教
え
を
聞
き
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、私
は
普
段
、九
州
大
谷
短
期
大
学
で

学
生
た
ち
と
一
緒
に
仏
教
を
学
ん
で
い
ま
す
。

実
は
、今
日
の「
教
え
を
聞
く
」と
い
う
講
題

は
、学
生
と
の
会
話
の
中
で
課
題
に
な
っ
た
も

の
で
す
。授
業
の
中
で
、「
教
え
を
聞
く
こ
と
が

大
事
って
言
わ
れ
て
も
、そ
も
そ
も
仏
教
は
難

し
い
」と
か「
仏
教
は
何
を
教
え
て
い
る
か
、な

な
る
で
し
ょ
う
か
。け
ん
か
に
な
り
ま
す
。

　
今
、「
普
通
」と
言
い
ま
し
た
が
、皆
さ
ん
は

「
普
通
」と
い
う
言
葉
を
日
常
生
活
で
使
わ
れ

ま
す
か
。「
普
通
は
こ
う
で
し
ょ
う
」、「
普
通
は

そ
ん
な
こ
と
言
わ
な
い
」な
ど
と
い
う
会
話
は

よ
く
聞
き
ま
す
。

　「
普
通
」と
い
う
言
葉
は
、漢
字
を
思
い
浮

か
べて
い
た
だ
く
と
わ
か
る
よ
う
に
、「
普
く
通

じ
る
」と
書
き
ま
す
。「
普
く
」と
は
、広
く
、す

べて
に
、と
い
う
意
味
で
す
か
ら
、み
ん
な
に
通

じ
る
と
い
う
の
が「
普
通
」と
い
う
言
葉
の
意

味
な
の
で
す
。

　
し
か
し
、私
た
ち
が
日
常
生
活
で
使
う「
普

通
」と
い
う
言
葉
は
、果
た
し
て
み
ん
な
に
通
じ

る
で
し
ょ
う
か
。こ
の
こ
と
は一
度
考
え
て
み
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　「
普
通
」と
い
う
こ
と
を
考
え
る
時
に
、私
は

い
つ
も
お
好
み
焼
き
の
話
を
し
ま
す
。食
べ
物

の
話
ば
か
り
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、皆

さ
ん
は
ご
自
宅
で
お
好
み
焼
き
を
食
べる
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。好
き
嫌
い
も
あ
る
で
し
ょ
う

が
、食
べ
た
と
し
ま
す
。例
え
ば
、ホ
ッ
ト
プ
レ
ー

ト
や
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
い
て
、そ
れ
を
切
って
、お

皿
に
分
け
て
食
べ
ま
す
。で
は
、お
皿
か
ら
口
に

運
ぶ
時
に
何
を
使
わ
れ
ま
す
か
。箸
で
し
ょ
う

か
。そ
れ
と
も
ヘ
ラ
で
し
ょ
う
か
。こ
れ
を
聞
く

と
、多
く
の
人
が「
箸
」と
おっ
し
ゃい
ま
す
。

　
で
は
、箸
を
使
って
お
好
み
焼
き
を
食
べる
の

は
普
通
で
し
ょ
う
か
。こ
れ
ま
で
ず
っ
と
そ
う
し

て
き
た
、と
い
う
人
に
とって
は
普
通
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
ど
う
し
て
こ
ん
な
話
を
し
た
か
と
い
う
と
、

私
は
箸
や
ヘラ
で
食
べ
た
こ
と
が
な
かっ
た
か
ら

で
す
。今
は
箸
で
食
べ
ま
す
が
、子
ど
も
の
頃
は

ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
を
使
っ
て
食
べ
て
い
ま
し

た
。こ
う
い
う
話
を
す
る
と
、「
へ
え
、珍
し
い

「
闇
」は
、真
っ
暗
で
何
も
見
え
な
い
、と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
自
分
は
正
し
い
」、「
自
分
は
普
通
だ
」と

握
り
し
め
て
、そ
の
こ
と
を
問
題
に
し
な
い
。自

分
の
こ
と
を
棚
に
あ
げ
て一
生
懸
命
生
き
て
い

る
在
り
方
を
、親
鸞
聖
人
は「
闇
」と
い
う
言

葉
で
教
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
実
は
、そ
の
人
間
の
闇
を
明
ら
か
に
す
る
の

が
、仏
さ
ま
の
教
え
で
す
。今
、「
闇
」と
言
い
ま

し
た
が
、例
え
ば
、親
鸞
聖
人
の
和
讃
に
、

　
　
三
塗
の
黒
闇
ひ
ら
く
な
り

　
　
大
応
供
を
帰
命
せ
よ

（『
真
宗
大
谷
派
勤
行
集
』一〇
〇
頁
、

『
真
宗
聖
典 

第
二
版
』五
七
一
頁
）

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
三
塗
の
黒
闇
ひ

ら
く
な
り
」の「
ひ
ら
く
」は
、教
え
る
と
か
、知

ら
せ
る
と
い
う
意
味
で
す
。人
間
の「
闇
」を
教

え
る
の
で
す
。

　
そ
し
て
、「
大
応
供
を
帰
命
せ
よ
」と
言
わ
れ

ま
す
。「
大
応
供
」と
は
、供
養
を
受
け
る
に
ふ

さ
わ
し
い
と
い
う
意
味
で
、阿
弥
陀
仏
の
こ
と

を
指
し
て
い
ま
す
。「
帰
命
」は「
南
無
」と
同

じ
で
、敬
う
と
い
う
意
味
で
す
。で
す
か
ら
、

「
大
応
供
を
帰
命
せ
よ
」と
は
、「
阿
弥
陀
仏
を

敬
い
な
さ
い
」、つ
ま
り
、「
念
仏
し
な
さ
い
」と

い
う
こ
と
で
す
。「
日
常
生
活
の
中
で
手
を
合

わ
せ
て「
南
無
阿
弥
陀
仏
」と
念
仏
し
な
さ

い
」と
呼
び
か
け
て
い
る
の
が
、「
大
応
供
を
帰

命
せ
よ
」と
い
う
言
葉
な
の
で
す
。

　
今
日
は「
教
え
を
聞
く
」と
い
う
講
題
で
お

話
を
し
て
い
ま
す
が
、で
は
、「
三
塗
の
黒
闇
ひ

ら
く
な
り
　

大
応
供
を
帰
命
せ
よ
」と
い
う
教

ん
な「
私
」の「
普
通
」を
生
き
て
い
ま
す
。で
す

か
ら
、私
が
子
ど
も
の
頃
の
お
好
み
焼
き
の
食

べ
方
を
聞
い
て
、「
そ
れ
は
普
通
じ
ゃ
な
い
ね
」と

言
わ
れ
て
も
、私
に
とって
は
普
通
な
の
で
す
。

　「
普
通
」は
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
か

ら
、例
え
ば
、言
い
合
い
に
な
っ
た
時
に
、自
分

と
違
う
意
見
の
人
を
ど
れ
だ
け
責
め
て
も
問

題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。問
題
は
ど
こ
に
あ
る
か

と
い
う
と
、「
私
は
正
し
い
」、「
私
は
普
通
だ
」

と
囚
わ
れ
て
い
る「
私
」に
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
今
、言
い
ま
し
た
よ
う
に
、み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ

の「
普
通
」を
生
き
て
い
ま
す
か
ら
、考
え
方
や

意
見
が
違
う
人
を
ど
れ
だ
け
責
め
て
も
、問
題

は
解
決
し
ま
せ
ん
。そ
れ
よ
り
も
、「
自
分
は
正

し
い
」と
い
う
こ
と
に
囚
わ
れ
て
い
る
こ
と
、そ

し
て
、そ
れ
を
握
り
し
め
て
放
さ
な
い
こ
と
、そ

う
し
た「
私
」の
在
り
方
が
明
ら
か
に
な
ら
な

け
れ
ば
、人
間
の
問
題
は
解
決
し
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、日
常
生
活
を
送
って
い
る
と
、こ
の

「
私
」の「
正
し
さ
」が
な
か
な
か
問
題
に
な
り

ま
せ
ん
。自
分
の
外
側
の
こ
と
は
よ
く
見
え
ま

す
が
、自
分
の
正
し
さ
を
握
り
し
め
て
い
る
こ

と
に
は
気
づ
け
な
い
の
で
す
。

　
そ
の
こ
と
を
、親
鸞
聖
人
は「
闇
」と
い
う
言

葉
で
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。「
闇
」と
い
う
の

は
、真
っ
暗
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。私
た
ち
が

知
っ
て
い
る
闇
は
、一
日
の
中
で
い
つ
で
し
ょ
う

か
。夜
で
す
ね
。夜
に
な
る
と
、真
っ
暗
で
何
も

見
え
な
く
な
り
ま
す
。こ
れ
が
闇
で
す
が
、実

は
親
鸞
聖
人
が
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る

ね
」と
か「
変
わ
って
い
る
ね
」と
言
う
人
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。と
い
う
こ
と
は
、私
は
普
通
で
は

な
い
、と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。し
か
し
、私

に
とって
は
普
通
だっ
た
の
で
す
。

　
実
は
、２
、３
日
前
の
夕
食
が
お
好
み
焼
き

で
し
た
。教
え
た
か
ど
う
か
は
、はっ
き
り
と
覚

え
て
い
ま
せ
ん
が
、３
人
の
子
ど
も
の
中
で
、

末
っ
子
の
息
子
だ
け
が
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
を

使
って
食
べて
い
ま
す
。そ
れ
で
息
子
に
聞
い
て

み
た
ん
で
す
。

　「
お
好
み
焼
き
を
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
で
食
べ

　
る
の
は
普
通
な
の
？
」

と
。そ
う
し
た
ら
息
子
は
、

　「
う
ん
、普
通
だ
よ
」

と
言
い
ま
し
た
。

　
何
を
言
い
た
い
か
と
い
う
と
、「
普
通
」と

言
って
も
、み
ん
な
違
う
と
い
う
こ
と
で
す
。み

え
を
聞
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、「
は
い
、わ
か
り
ま
し
た
。そ
の
教
え
を

信
じ
て
生
き
て
い
き
ま
す
」と
言
う
こ
と
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。「
教
え
を
聞
く
」と
は
、「
は

い
、わ
か
り
ま
し
た
」と
言
って
、そ
の
場
に
座
り

込
ん
で
し
ま
う
こ
と
で
は
な
く
、日
常
生
活
の

中
で
、人
間
の
闇
を
明
ら
か
に
す
る
仏
さ
ま
の

教
え
を
拠
り
所
に
し
て
生
き
て
い
く
、つ
ま
り
、

手
を
合
わ
せ
て「
南
無
阿
弥
陀
仏
」と
念
仏
す

る
生
活
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

　
そ
れ
を
言
い
換
え
る
と
、「
こ
の
身
が
動
く
」

と
い
う
こ
と
で
す
。そ
こ
に「
教
え
を
聞
く
」と

い
う
大
切
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
明
日
は
早
く
起
き
て
ね
」と
言

わ
れ
た
と
し
ま
す
。で
は
、ど
う
す
る
こ
と
が
そ

の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

「
う
ん
、わ
か
っ
た
」と
返
事
を
す
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。次
の
日
に
、言
わ
れ
た
と
お
り
に

早
く
起
き
る
と
い
う
こ
と
が
、こ
の
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
に
な
る
の
で
す
。そ
れ
が
、身
が
動
く

と
い
う
意
味
で
す
。

　
私
た
ち
は
、自
分
自
身
が
はっ
き
り
し
な
い

ま
ま
生
き
て
い
ま
す
。仏
教
は
、そ
う
い
う
私
た

ち
に
何
を
教
え
て
い
る
か
と
い
う
と
、「
自
分
自

身
の
在
り
方
に
目
を
覚
ま
し
な
さ
い
」と
い
う

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。自
分
自
身
が
はっ

き
り
し
な
け
れ
ば
、何
を
拠
り
所
に
し
て
いっ
た

ら
い
い
の
か
も
はっ
き
り
し
な
い
の
で
す
。

　
私
は
ど
う
い
う
生
き
方
を
し
て
い
る
の
か
、

そ
し
て
、何
を
拠
り
所
に
し
て
い
け
ば
い
い
の

か
。そ
の
私
自
身
の
在
り
方
を
教
え
、本
当
の

拠
り
所
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
が
、「
三
塗
の

黒
闇
ひ
ら
く
な
り
　

大
応
供
を
帰
命
せ
よ
」と

い
う
言
葉
で
す
。

　
な
ぜ
、教
え
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。そ
の
必
然
性
は
、教
え
を
聞
か
な
い
と
自

分
自
身
が
はっ
き
り
し
な
い
と
い
う
私
の
在
り

方
に
あ
り
ま
す
。決
し
て
私
の
外
側
に
問
題
が

あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
私
は
正
し
い
」、

「
私
は
普
通
だ
」と
い
う
こ
と
を
握
り
し
め
て

放
さ
な
い
。そ
の
私
の
在
り
方
を
明
ら
か
に
す

る
の
が
仏
教
で
あ
り
、仏
教
を
拠
り
所
に
し
て

生
き
て
い
く
こ
と
が「
教
え
を
聞
く
」と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。

　
親
鸞
聖
人
は
、「
三
塗
の
黒
闇
ひ
ら
く
な
り

大
応
供
を
帰
命
せ
よ
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。で

す
か
ら
、「
大
応
供
を
帰
命
せ
よ
」と
い
う
言

葉
は
、親
鸞
聖
人
か
ら
私
た
ち
への
呼
び
か
け

で
し
ょ
う
。ま
た
、親
鸞
聖
人
自
身
も
こ
の
呼

び
か
け
を
法
然
上
人
か
ら
聞
い
て
生
き
て
い
か

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
日
は
、親
鸞
聖
人
が
生
涯
を
と
お
し
て
大

事
に
さ
れ
た「
教
え
を
聞
く
」と
い
う
こ
と
を

「
三
塗
の
黒
闇
ひ
ら
く
な
り
　

大
応
供
を
帰
命

せ
よ
」と
い
う
和
讃
を
と
お
し
て
、お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
教
え
を
聞
く
」と
い
う

姿
勢
を
、私
た
ち
が
と
も
に
学
ん
で
い
く
。こ
こ

に
、親
鸞
聖
人
御
誕
生
会
と
い
う
法
要
の
大

事
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
2
0
2
5
年
4
月
1
日 

真
宗
本
廟
御
影
堂
）

　
　
　

青
木 

玲
氏

あ
お

　
　

  

き

　
　
　
　れ
い

「
教
え
を
聞
く
」

春
の
法
要 

親
鸞
聖
人
御
誕
生
会 

記
念
講
演

2
0
2
5
年
4
月
1
日

青木 玲
九州大谷短期大学准教授。九州大谷真宗研究所所長。
九州教区三潴組覺圓寺衆徒。著書に『はじめて学ぶ
『阿弥陀経』』（真宗大谷派九州教務所）、『いま、曽我量
深に聞く』（共著、九州大谷短期大学）など。

親
鸞
聖
人
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
4
月
1
日
、真
宗
本
廟
で
は
毎
年
こ
の
日
に

「
親
鸞
聖
人
御
誕
生
会
」が
勤
ま
り
ま
す
。皆
さ
ん
に
と
っ
て「
聞
く
」と
は
ど
う

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、親
鸞
聖
人
の
教
え
を
聞
く
と
い
う
こ
と
は

ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。今
号
で
は「
御
誕
生
会
」に
あ
た
り
行
わ
れ
た

記
念
講
演
の
抄
録
を
掲
載
し
ま
す
。

な
ぜ
教
え
を
聞
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
？

親
鸞
聖
人
の

呼
び
か
け
を
聞
く

私
が
思
う「
普
通
」

人
間
の
闇
と
は
？

闇
を
ひ
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　   

あ
ま
ね

　
　
　  

さ
ん 

づ
　
　こ
く
あ
ん

　
　
　  

だ
い
お
う 

ぐ
　
　  

き 

み
ょ
う

よ      

ど
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ご  

た
ん
じ
ょ
う
え

「南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をたずねていこう」宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃テーマ

（4）2026年（令和8年）4月1日  第821号（5） 2026年（令和8年）4月1日  第821号



あしあと

                         

元大谷派児童教化連盟委員長  
 （名古屋教区 圓福寺）           加藤 久晴

花御堂について
詳しくはこちら ⇒

はな  み どう

くわなんで甘茶をかけるの？
ば

でんごん場
子ども会＆教材紹介

かい　    きょうざいしょうかいこ

「さくらもち」

あかほんくん

このページは真宗大谷派の
青少幼年教化事業に関わる
青少幼年センター、大谷保
育協会、真宗大谷派学校連
合会がお届けします

こ
こ
ろ
を

は
ぐ
く
む

ま
な
び
や 正

信
偈

お
お
た
に

　お釈迦さまがお生まれになった
時、「尊いお方がお生まれになっ
た」と、地面もお空もみんな大変
喜び、甘い雨が降ってきました。
その甘い雨にちなんで、お釈迦さ
まの誕生日には、生まれたばかり
の姿のお釈迦さまの誕生仏に甘
茶をかけてお祝いします。

4月1日（水）～8日（水）には、
御影堂門の下に花御堂があるので、
ぜひみんなで甘茶をかけにきてね！
親鸞さまも待ってるよ！

蓮ちゃん
れん

「先生なにしてたの？」
    「お勉強してたんだよ！」
           「おべんとう！？いいなぁ」

ひとこと
こどもの

2歳  女の子

せん  せい                 

                  べん きょう

さい　 おんな　　  こ

　当園では、隣にあるお寺の本堂で
時々遊ばせてもらっています。そん
な日常の風景を眺めながら思うの
は、「仏さまと子どもはよく似合う」
ということ。静と動、穏やかな仏さま
と賑やかな子どもたち。コントラスト
が効いています。いつでも受け入れ
てくださる仏さま。やはり人が周り
に集ってこその仏さまだな、と思わ
されますね。

社会福祉法人堂角舎
かみいしづこどもの森

岐阜県大垣市・大垣教区

しゃ   かい   ふく     し     ほう   じん    どう   かく   しゃ

                                                                  もり

ぎ   ふ  けん おお がき  し     おお がききょう  く  ご本尊   
  こども

ほんぞん

と

加盟園紹介
か   めい  えん しょう かい

  の   ざわ   えい   と

野沢 映斗さん
認定こども園
つくし幼稚園（新潟県）

がはく

花まつりで白いぞうさんと
いっぱい歩いたから
のどが渇いたんだよ。

こども画伯
がはく

今月の画伯
こんげつ がはくこんげつ がはく

画伯のきもち
がはくがはく

にん てい                   えん

                   よう  ち  えん     にい がた けん

はな                          しろ

                                   ある

                           かわ

　子どもたちは大人のどのような相を見ているのでしょう
か。今だけ、金だけ、自分だけ、「三だけ主義」。そこにある
のは短期的視点、金銭的価値の偏重、そして利己主義を恥
じることもなく日本人が一番とはしゃいでいる相です。
　あるいはコスパ（コストパフォーマンス）費用対効果、タイパ（タイムパフォーマンス）時間
対効果という効率化をひたすら追い求め疲弊する相。平和が大切だと言いながら武器も基
地も核武装まで必要だと言う相。命が大切だと言いながら戦争を止めることもできず、死刑
という人殺しは必要だと言う相。外国人を差別し排除せよと騒ぎ立てている相。
　子どもたちは大人になることに希望や夢がもてるのでしょうか。
　お釈迦さまには三十二相という特徴があると伝えられています。その一つが千輻輪相
です。足の裏に車輪の文様があり、お釈迦さまの歩まれた相が足跡のように残されました。
私たちはどのような相を残していけるのでしょう。

大谷派児童教化連盟は、全国の真宗大谷派のお寺などで開かれる
日曜学校や子ども会と連携し、児童とともに歩む活動を行っています。

大谷派児童教化連盟とは？

・白玉粉…70ｇ
・水…160cc
・薄力粉…70ｇ
・砂糖…6ｇ（小さじ2）
・食紅…少量
・あんこ…150ｇ
・桜の葉の塩漬け…10枚

しら たま  こ

みず

はく りき   こ

  さ  とう                        こ

しょくべに     しょうりょう

さくら      は         しお  づ                        まい

【材料】（10個分）
ざい りょう                      こ   ぶん

焦げつかない
ように

気をつけてね！
き

こ

桜の葉は、水で
塩抜きをしておいてね！
苦手な子は葉っぱなしでも

大丈夫だよ！

               さくら       は          みず

    しお ぬ

にが て        こ        は

                 だいじょう ぶ

美味しそうじゃのう～。
ワシはあんこが
大好きなんじゃ。

2. 

3. 

5. 

1. 

4. 

薄力粉、砂糖、食紅を加え、
さらに混ぜます。

フライパンまたは
ホットプレートを熱し、
スプーンで
薄くのばしながら、
弱火で両面焼きます。

ボウルに白玉粉を入れ、
水を加えながら、
ダマがなくなるまで混ぜます。

桜の葉の塩漬けで巻いて、
できあがり！

きれいな面を下にして、
あんこを15ｇずつのせて
クルクルと巻きます。

お   い

      だい す

完成！
かん      せい

お子さ
んやお孫さんと一緒に、つくって食べて、
春を感じてみませんか？

      
 こ    

          
                   まご                       いっ  しょ

                          た

はる    
     かん

つくりかた

鸞恩くん
らんおん

いっしょに

あかほんくん

題名

白いぞうさん  ののさまといっしょに
お水のみにいくんだよ

だいめい

しろ

みず

        こ                                   おとな                                      すがた        み

           いま                 かね                   じ  ぶん                     さん             しゅ   ぎ

             たん  き   てき  し   てん     きん せんてき  か   ち        へんちょう                           り    こ   しゅ  ぎ          は                                                   

                                           に  ほん じん       いち ばん                                                すがた

                                                                                                                       ひ  ようたい こう   か                                                                                               じ かん

たいこう   か                    こう りつ   か                                   お        もと         ひ  へい            すがた    へい  わ        たい せつ              い                             ぶ   き          き      

  ち        かく  ぶ  そう             ひつ よう               い       すがた   いのち      たい せつ              い                           せんそう         と                                                        し  けい

                   ひとごろ             ひつ よう              い       すがた    がいこく じん        さ  べつ      はい じょ                   さわ        た                          すがた

        こ                                   おとな                                        き  ぼう       ゆめ

              しゃ   か                            さんじゅう に そう                    とくちょう                         つた                                                              ひと              せんぷく りん そう

                 あし       うら       しゃ りん       もん よう                              しゃ  か                    あゆ                  すがた       あし あと                         のこ                      

わたし                                                 すがた      のこ

あま     ちゃ

             しゃ   か                            う

とき         とうと             かた                う

                      じ  めん             そら                          たい へん

よろこ          あま        あめ         ふ

             あま       あめ                                          しゃ   か

            たんじょう び                    う

     すがた             しゃ   か                     たんじょうぶつ       あま  

ちゃ                               いわ

  ご  えい どうもん      した      はな  み  どう

                                     あま ちゃ

しん らん                    ま

                                   しんしゅうおおたには

せいしょうようねんきょうかじぎょう     かか

せいしょうようねん　　                      おおたに ほ  

いくきょうかい   しんしゅうおおたには がっ こうれん

ごうかい          とど

もと おお たに  は   じ  どうきょう  か  れん めい  い  いんちょう     
か   とう    ひさ  はる

な   ご    や きょう  く     えん ぷく  じ

       とう えん               となり                        てら       ほん どう 

とき どき あそ 

       にちじょう      ふう けい       なが                           おも    

             ほとけ                   こ                                  に   あ

                                 せい       どう    おだ                 ほとけ

      にぎ                     こ

        き                                                                う          い

                              ほとけ                                   ひと       まわ

      つど                              ほとけ                                   おも

はく りき  こ       さ  とう    しょくべに      くわ

                    ま

                                            ねっ

                              

うす

よわ  び       りょうめん  や

                        しらたま  こ         い

みず      くわ                      

                                                       ま

さくら        は        しお  づ               ま

                        めん      した

                               ま

ともに
コラム
リレー

（6）2026年（令和8年）4月1日  第821号（7） 2026年（令和8年）4月1日  第821号

本願に生き、ともに育ちあう保育青少幼年と共に悩み、共に生きる



阿
弥
陀
如
来化

し
て
こ
そ

　本
師
源
空
と

し
め
し
け
れ 

　化
縁
す
で
に

つ
き
ぬ
れ
ば

　浄
土
に
か
え
り

た
ま
い
に
き

（「
高
僧
和
讃
」           

　
　
　
　

    
    『

真
宗
聖
典 

第
二
版
』六
〇
六
頁
）

源
空
上
人  

三

第　　回28

―

七
高
僧
と
聖
徳
太
子

　浄
土
教
で
は
、人
が
亡
く
な
る
こ
と
を
「
還
浄
」、

「
浄
土
に
お
還
り
に
な
る
」
な
ど
と
表
現
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
そ
の
人
が
私
た
ち
を
教

化
す
る
た
め
に
、
浄
土
か
ら
や
って
来
た
仏
（
如
来
）

だ
っ
た
と
感
じ
ら
れ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

 「
如
来
」と
は
、
如（
真
実
）か
ら
来
た
者
と
い
う

意
味
で
す
。

　源
空
上
人
は
、
真
実
の
世
界
か
ら
私
た
ち
を
教

化
す
る
た
め
に
こ
の
世
界
に
や
っ
て
来
た
仏
だ
と
、

親
鸞
聖
人
は
捉
え
て
い
た
の
で
し
た
。
源
空
上
人

の
教
え
は
、
人
び
と
に
等
し
く
浸
透
し
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
さ
ま
は
、
周
囲
の
人
び
と
に
は
ま
さ

し
く
仏
の
神
通
力
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　源
空
上
人
の
時
代
は
、
現
在
と
は
比
べ
も
の
に

な
ら
な
い
ほ
ど
社
会
が
分
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
異

な
る
階
層
で
は
異
な
っ
た
文
化
が
育
ま
れ
ま
す
。

そ
う
いっ
た
分
断
さ
れ
た
社
会
の
中
で
は
、
言
葉
遣

い
も
別
の
も
の
に
な
って
き
ま
す
。
別
の
階
層
に
属

す
る
人
は
、い
わ
ば
「
話
の
通
じ
な
い
人
間
」と
映
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
当
時
は
、
そ
う
いっ
た
異
な
る

階
層
の
人
び
と
が
同
じ
場
所
に
集
う
こ
と
は
、
ま

ず
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し
そ
の
よ
う
な
場
が

あ
れ
ば
、
社
会
規
範
か
ら
著
し
く
乖
離
し
て
い
る

と
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
源

空
上
人
の
生
涯
を
描
い
た
絵
巻
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
び
と
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
源
空
上
人
の
会

座
に
は
、
普
段
の
生
活
で
は
触
れ
合
う
こ
と
が
な
い

よ
う
な
異
な
る
階
層
の
人
び
と
が
、
と
も
に
集
って

い
た
の
で
す
。

　そ
れ
は
、
単
に
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
い
た
と
い

う
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
人
び
と
は
、

源
空
上
人
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
念
仏
の
法
を
聞
く

た
め
に
集
ま
って
い
た
の
で
す
。

　さ
ま
ざ
ま
な
人
が
法
を
喜
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
ひ
か
り
が
ど
の
よ
う
な
人
に

対
し
て
も
真
実
と
し
て
は
た
ら
く
と
い
う
証
明
で

あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　源
空
上
人
は
、
当
時
の
常
識
に
反
し
て
、
ど
の

よ
う
な
人
に
も
分
け
隔
て
な
く
本
願
の
教
え
を
説

き
ま
し
た
。
そ
の
教
え
を
聞
い
た
人
び
と
が
喜
ぶ

姿
は
、
本
願
の
ひ
か
り
が
、
人
び
と
の
違
い
を
超
え

て
届
く
こ
と
を
証
明
し
て
い
た
の
で
す
。

　優
れ
た
仏
教
者
が
亡
く
な
る
こ
と
を
「
遷
化
」

と
も
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
教
化
の
場
所
を
遷
す
」

と
い
う
意
味
で
す
。
源
空
上
人
は
、
こ
の
世
界
で
教

化
す
べ
き
こ
と
を
十
分
に
伝
え
き
っ
た
か
ら
、
教
化

の
場
所
を
遷
し
た
の
で
す
。
そ
の
お
仕
事
と
は
、

ど
の
よ
う
な
背
景
を
背
負
っ
た
人
を
も
等
し
く

阿
弥
陀
仏
の
ひ
か
り
に
遇
う
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
で
し
た
。

【
現
代
語
訳
】

阿
弥
陀
如
来
は
、衆
生
教
化
の
た
め
に

根
本
の
師
で
あ
る
源
空
上
人
の
姿
を

示
し
た
の
だ
っ
た
。

今
と
な
っ
て
は
、衆
生
教
化
の
縁
が

尽
き
た
の
で

源
空
上
人
は
浄
土
に
お
還
り
に
な
っ
た

の
だ
。

釆睪  晃
大谷大学文学部
仏教学科教授

京都教区近江第25西組
長光寺住職

わけ み    あきら

                                                                                                                    

げ
ん
じ
ょ
う

                                                                                                                                 

き
ょ
う

  

け                                                                                                                     

に
ょ
ら
い

                                                    

に
ょ

                                                                        

い
ち
じ
る            

か
い   

り

                                                                                                                                    

え

  

ざ

                                                                                                                       

せ
ん  

げ

                                                                                                                        

う
つ

                                                                    

あ

 

げ
ん   

く
う  

し
ょ
う  

に
ん

  

あ    

み    

だ   

に
ょ  

ら
い

                          

け 

        

ほ
ん  

じ   

げ
ん  

く
う 

        

け   

え
ん

      

じ
ょ
う  
ど

親鸞聖人がお念仏の教えを自分のところまで届けてくださった師として、生涯大切に仰がれた方 が々います。「七高僧」と呼ば
れるインドの龍樹・天親、中国の曇鸞・道綽・善導、日本の源信・源空（法然）。そして「和国の教主」と仰がれた聖徳太子です。
親鸞聖人は彼らからどんな「ひかり」を受け取られたのでしょう。源空について、3回にわたってたずねています。

                                                                                                                                                                                                                                                                                                             しち こう そう    

                                  りゅうじゅ   てんじん                        どんらん   どうしゃく  ぜんどう                      げんしん  げんくう                                              わ  こく       きょうしゅ

　さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
超
え
て

       

　浄
土
に
還
る

        

か
え

　ひ
か
り
の
証
明

        

                                                

し
ゅ
じ
ょ
う
き
ょ
う
け

                                                                  

か
え

（5） （8）2025年（令和7年）10月1日 2026年（令和8年）4月1日  第815号   第821号

御本尊は本山からお受けしましょう



阿
弥
陀
如
来化

し
て
こ
そ

　本
師
源
空
と

し
め
し
け
れ 

　化
縁
す
で
に

つ
き
ぬ
れ
ば

　浄
土
に
か
え
り

た
ま
い
に
き

（「
高
僧
和
讃
」           

　
　
　
　

    
    『

真
宗
聖
典 

第
二
版
』六
〇
六
頁
）

源
空
上
人  

三

第　　回28

―

七
高
僧
と
聖
徳
太
子

　浄
土
教
で
は
、人
が
亡
く
な
る
こ
と
を
「
還
浄
」、

「
浄
土
に
お
還
り
に
な
る
」
な
ど
と
表
現
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
そ
の
人
が
私
た
ち
を
教

化
す
る
た
め
に
、
浄
土
か
ら
や
って
来
た
仏
（
如
来
）

だ
っ
た
と
感
じ
ら
れ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

 「
如
来
」と
は
、
如（
真
実
）か
ら
来
た
者
と
い
う

意
味
で
す
。

　源
空
上
人
は
、
真
実
の
世
界
か
ら
私
た
ち
を
教

化
す
る
た
め
に
こ
の
世
界
に
や
っ
て
来
た
仏
だ
と
、

親
鸞
聖
人
は
捉
え
て
い
た
の
で
し
た
。
源
空
上
人

の
教
え
は
、
人
び
と
に
等
し
く
浸
透
し
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
さ
ま
は
、
周
囲
の
人
び
と
に
は
ま
さ

し
く
仏
の
神
通
力
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　源
空
上
人
の
時
代
は
、
現
在
と
は
比
べ
も
の
に

な
ら
な
い
ほ
ど
社
会
が
分
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
異

な
る
階
層
で
は
異
な
っ
た
文
化
が
育
ま
れ
ま
す
。

そ
う
いっ
た
分
断
さ
れ
た
社
会
の
中
で
は
、
言
葉
遣

い
も
別
の
も
の
に
な
って
き
ま
す
。
別
の
階
層
に
属

す
る
人
は
、い
わ
ば
「
話
の
通
じ
な
い
人
間
」と
映
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
当
時
は
、
そ
う
いっ
た
異
な
る

階
層
の
人
び
と
が
同
じ
場
所
に
集
う
こ
と
は
、
ま

ず
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し
そ
の
よ
う
な
場
が

あ
れ
ば
、
社
会
規
範
か
ら
著
し
く
乖
離
し
て
い
る

と
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
源

空
上
人
の
生
涯
を
描
い
た
絵
巻
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
び
と
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
源
空
上
人
の
会

座
に
は
、
普
段
の
生
活
で
は
触
れ
合
う
こ
と
が
な
い

よ
う
な
異
な
る
階
層
の
人
び
と
が
、
と
も
に
集
って

い
た
の
で
す
。

　そ
れ
は
、
単
に
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
い
た
と
い

う
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
人
び
と
は
、

源
空
上
人
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
念
仏
の
法
を
聞
く

た
め
に
集
ま
って
い
た
の
で
す
。

　さ
ま
ざ
ま
な
人
が
法
を
喜
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
ひ
か
り
が
ど
の
よ
う
な
人
に

対
し
て
も
真
実
と
し
て
は
た
ら
く
と
い
う
証
明
で

あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　源
空
上
人
は
、
当
時
の
常
識
に
反
し
て
、
ど
の

よ
う
な
人
に
も
分
け
隔
て
な
く
本
願
の
教
え
を
説

き
ま
し
た
。
そ
の
教
え
を
聞
い
た
人
び
と
が
喜
ぶ

姿
は
、
本
願
の
ひ
か
り
が
、
人
び
と
の
違
い
を
超
え

て
届
く
こ
と
を
証
明
し
て
い
た
の
で
す
。

　優
れ
た
仏
教
者
が
亡
く
な
る
こ
と
を
「
遷
化
」

と
も
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
教
化
の
場
所
を
遷
す
」

と
い
う
意
味
で
す
。
源
空
上
人
は
、
こ
の
世
界
で
教

化
す
べ
き
こ
と
を
十
分
に
伝
え
き
っ
た
か
ら
、
教
化

の
場
所
を
遷
し
た
の
で
す
。
そ
の
お
仕
事
と
は
、

ど
の
よ
う
な
背
景
を
背
負
っ
た
人
を
も
等
し
く

阿
弥
陀
仏
の
ひ
か
り
に
遇
う
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
で
し
た
。

【
現
代
語
訳
】

阿
弥
陀
如
来
は
、衆
生
教
化
の
た
め
に

根
本
の
師
で
あ
る
源
空
上
人
の
姿
を

示
し
た
の
だ
っ
た
。

今
と
な
っ
て
は
、衆
生
教
化
の
縁
が

尽
き
た
の
で

源
空
上
人
は
浄
土
に
お
還
り
に
な
っ
た

の
だ
。

釆睪  晃
大谷大学文学部
仏教学科教授

京都教区近江第25西組
長光寺住職
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親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も

本
多
弘
之
氏
の
コ
ラ
ム
を
お
読
み
い
た
だ
け
ま
す
。

本
願
の
信
心 ―

本
願
力
に
つ
い
て（
三
）

文・本
多 

弘
之

だ
く
ろ
う

せ
い
ふ
う

連
載
コ
ラ
ム

第
10
回

　「本
願
力
」と
は
、曇
鸞
大
師
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、願
力
成
就
で
あ
る
阿
弥
陀
如
来
の
力

と
い
う
こ
と
で
す
。し
か
し
な
が
ら
そ
の
力
は
、私
た
ち
に
は
、まっ
た
く
関
係
が
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
世
の
い
わ
ゆ
る
力
な
ら
、た
と
え
自
覚
的
で
は
な
く
と
も
、わ
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。た
と
え
ば
重
力
で
す
。な
ぜ
リ
ン
ゴ
が
木
か
ら
落
ち
る
の
か
と
疑
問
を
抱
い

た
人
が
、見
い
だ
し
た
力
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。重
力
は
普
段
、私
た
ち
の
意
識
に
は
自
覚
さ

れ
て
は
い
ま
せ
ん
。け
れ
ど
も
あ
ら
ゆ
る
地
球
上
の
物
体
に
は
、く
ま
な
く
重
力
が
か
かって

い
て
、宇
宙
に
拡
散
し
て
いって
し
ま
わ
な
い
は
た
ら
き
を
し
て
い
る
の
で
す
。 

　ま
た
、私
た
ち
人
間
の
生
命
活
動
に
は
、免
疫
力
と
い
わ
れ
る
力
が
は
た
ら
い
て
い
ま
す
。

免
疫
力
も
、私
た
ち
の
意
識
に
あ
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
力
は
、医
学
的
な
知
見
に

よって
見
い
だ
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。こ
の
力
を
も
し
人
が
失
う
な
ら
、細
菌
に
よって
た
ち
ま

ち
そ
の
人
の
生
命
は
滅
ぼ
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。 

　こ
の
よ
う
に
平
生
は
、私
た
ち
に
は
意
識
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
無
数
の
力
が
、与
え
ら
れ

て
は
た
ら
き
続
け
て
い
る
の
で
す
。仏
教
は
、そ
う
い
う
無
数
の
力
を
こ
の
世
の
有
限
な
る
力

で
あ
る
と
見
て
、そ
れ
ら
を
超
え
た
力
と
し
て
、「
本
願
力
」が
あ
る
と
教
え
る
の
で
す
。 

　こ
の
よ
う
に
、自
覚
さ
れ
に
く
い
力
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
に
よって
、人
間
の
根
本
の
闇
を

晴
ら
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。こ
の
根
本
の
闇
は
、普
通
は
意
識
上
に
自
覚
さ
れ
て

は
い
ま
せ
ん
。自
分
で
は
自
分
の
存
在
自
体
に
付
帯
す
る
闇
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

す
。先
の
た
と
え
の
よ
う
に
、意
識
さ
れ
な
い
の
で
す
。こ
の
闇
の
中
で
生
命
活
動
が
成
り
立
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。け
れ
ど
も
、そ
の
こ
と
で
実
は
生
死
の
苦
し
み・煩
悩
の
苦
悩
を
受
け
て
い

る
わ
け
で
す
。そ
こ
に
願
力
成
就
の
力
が
、無
碍
に
は
た
ら
き
続
け
る
と
教
え
ら
れ
る
意
味
が

出
て
く
る
の
で
す
。 

　龍
樹
菩
薩
の
作
と
さ
れ
て
い
る『
十
住
毘
婆
沙
論
』易
行
品
で
は
、た
く
さ
ん
の
諸
仏
の

名
を
念
ず
る
行
が
出
さ
れ
て
い
て
、そ
の
な
か
に
阿
弥
陀
如
来
の
名
も
あ
る
の
で
す
が
、阿
弥

陀
如
来
に
は
本
願
が
あ
る
、と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
本
願
は『
阿
弥
陀
経
』六
方
段
で

は
、無
数
の
諸
仏
が
経
の
真
実
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
お
り（
説
誠
実
言
）、善
導
大
師
は

そ
の
意
味
を
、諸
仏
が
称
名
念
仏
を
衆
生
に
勧
め
て
い
る
の
だ
、と
言
わ
れ
る
の
で
す
。そ
れ

を
釈
迦・諸
仏
如
来
の
出
世
本
懐
で
あ
る
と
、親
鸞
聖
人
は
見
て
い
る
の
で
す
。阿
弥
陀
如

来
の
本
願
に
は
因
果
が
あ
り
、願
因
の
面
を
法
蔵
菩
薩
の
本
願
と
し
て
説
き
表
し
、願
果
の

面
は
、阿
弥
陀
如
来
の
仏
身・仏
土
と
な
る
と
と
も
に
、衆
生
の
上
に
信
心
の
因
果
を
付
与
す

る
力
に
な
る
の
だ
、と
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
。

『観無量寿経』序分に学ぶ―王舎城の物語④―

　前
回
、「
是
れ
旃
陀
羅
な
り
」と
い
う
言
葉
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
は
、
母
・
韋
提
希
を
殺
そ
う
と
す

る
マ
ガ
ダ
国
の
王
子
・
阿
闍
世
に
対
し
て
、
そ
れ
を
止
め

よ
う
と
し
た
大
臣
の
諫
め
の
言
葉
で
し
た
が
、
こ
れ
が
古

代
イ
ン
ド
の
差
別
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

　こ
の
古
代
イ
ン
ド
の
差
別
が
日
本
の
差
別
と
も
大
き
く

関
係
し
て
い
る
の
で
す
。
仏
典
の
中
に
は
旃
陀
羅
（
チ
ャ
ン

ダ
ー
ラ
、
古
代
イ
ン
ド
の
被
差
別
民
衆
）が
た
く
さ
ん
説

か
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
大
乗
経
典
、例
え
ば『
涅
槃
経
』

な
ど
に
は
、「
旃
陀
羅
」と
い
う
言
葉
が
多
く
出
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
仏
典
を
通
じ
て
日
本
に
も
旃
陀
羅
の
こ
と
が

伝
わ
っ
た
の
で
す
。

　そ
し
て
日
本
で
は
、
親
鸞
聖
人
の
時
代
に
は
旃
陀
羅
と

い
う
存
在
が
日
本
の
差
別
と
関
係
し
て
言
及
さ
れ
て
い

ま
す
。
旃
陀
羅
が「
い
き
物
を
殺
し
て
う
る
、
え
た
体
の

悪
人
」と
説
明
さ
れ（『
塵
袋
』）、
日
本
の
被
差
別
民
に
当

て
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　そ
う
し
て
日
本
に
お
け
る
差
別
の
中
で
、
こ
の
旃
陀
羅

と
い
う
言
葉
が
差
別
と
し
て
機
能
し
て
き
ま
し
た
。
で
す

の
で
、
約
百
年
前
、
被
差
別
者
自
身
の
自
主
的
な
解
放

運
動
を
訴
え
た
全
国
水
平
社
が
創
立
さ
れ
た
時
に
、
そ
の

創
立
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
ま
し
た
西
光
万
吉
と
い
う
方
が
、

こ
の
旃
陀
羅
と
い
う
言
葉
を
と
お
し
て
、
差
別
の
痛
み
、

そ
し
て
怒
り
を
語
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。
旃
陀
羅
と
し
て

差
別
さ
れ
る
苦
悩
に
、自
ら
の
被
差
別
の
苦
悩
を
重
ね
て
、

差
別
の
痛
苦
を
訴
え
た
の
で
す
。
西
光
氏
に
と
っ
て
、
イ

ン
ド
の
差
別
は
、
日
本
社
会
に
お
け
る
差
別
と
別
な
こ
と

で
は
な
く
、
差
別
と
い
う
、
こ
の
人
間
社
会
の
問
題
を
こ

の
旃
陀
羅
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
非
常
な
怒
り
を
も
っ

て
告
発
さ
れ
た
の
で
す
。
ま
た
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て

部
落
解
放
運
動
に
尽
力
さ
れ
た
井
元
麟
之
氏
も
、
こ
の

旃
陀
羅
と
い
う
言
葉
の
訂
正
・
削
除
を
長
年
訴
え
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　私
は
、
大
学
時
代
に
真
宗
教
団
が
部
落
差
別
を
温
存
・

助
長
し
て
き
た
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
問

題
が
自
分
の
課
題
と
な
っ
た
の
は
、
正
直
に
申
し
ま
し
て
、

教
学
研
究
所
に
入
所
し
て
宗
派
の
取
り
組
み
に
関
わ
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
そ
の
中
で
常
に
考
え
て
き
た
の

は
、
信
心
を
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
差
別
と
い

う
問
題
を
課
題
と
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
で
す
。

　た
だ
お
釈
迦
さ
ま
の
時
代
や
親
鸞
聖
人
の
時
代
に
、

差
別
や
人
権
と
い
っ
た
概
念
は
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
。
近

代
に
な
り
個
人
を
基
礎
と
す
る
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
く

に
あ
た
っ
て
、
そ
の
個
人
の
権
利
と
し
て
人
権
と
い
う
概

念
が
生
ま
れ
て
き
た
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
上
で
個
人
の
権

利
の
不
平
等
、
差
別
が
社
会
の
問
題
と
な
っ
て
き
た
わ
け

で
す
。

　そ
の
よ
う
に
私
た
ち
が
生
き
る
現
代
社
会
で
は
、
お
釈

迦
さ
ま
や
親
鸞
聖
人
の
時
代
と
異
な
り
、
平
等
が
前
提

と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
、
平
等
で
あ
る
と
知
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
の
私
た
ち
は
、
自
他
を
上
下
に
分
か
ち
、

時
に
う
ら
や
み
、時
に
蔑
む
。平
等
を
知
っ
て
い
る
こ
と
と
、

本
当
に
そ
れ
に
深
く
う
な
ず
く
と
い
う
こ
と
は
異
な
る
の

で
す
。
そ
し
て
こ
こ
に
凡
夫
と
し
て
生
き
る
事
実
が
あ
る
。

平
等
を
知
っ
て
は
い
て
も
、
そ
れ
を
本
当
に
生
き
る
こ
と

が
私
た
ち
に
は
難
し
い
の
で
す
。

　親
鸞
聖
人
は
、「
り
ょ
う
し
・
あ
き
人
、
さ
ま
ざ
ま
の

も
の
は
、
み
な
、
い
し
・
か
わ
ら
・
つ
ぶ
て
の
ご
と
く
な
る

わ
れ
ら
な
り
」（『
唯
信
鈔
文
意
』、『
真
宗
聖
典 

第
二
版
』
六
七
八
頁
）

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
親
鸞
聖
人
は
、
当
時
、
悪
と
さ
れ

た
人
び
と
と
同
じ
、「
わ
れ
ら
」で
あ
る
と
言
い
切
ら
れ
ま

し
た
。
誰
も
が
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
前
に
等
し
く
凡
夫
で

あ
る
。
親
鸞
聖
人
の「
わ
れ
ら
」と
い
う
お
言
葉
に
は
、

凡
夫
で
あ
る
こ
と
の
痛
み
の
中
に
、
深
く
う
な
ず
か
れ
た

人
間
の
等
し
さ
が
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
差
別
が
、

信
心
の
課
題
で
あ
る
と
申
し
上
げ
る
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
信
心
を
獲
れ
ば
差
別
が
な
く
な
る
と
い
う
話
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
差
別
と
い
う
課
題
を
本
質
的
に

抱
え
る
の
が
、
凡
夫
で
す
。
そ
の
凡
夫
の
身
を
い
か
に
生

き
る
の
か
。
そ
こ
に『
観
無
量
寿
経
』の
教
え
の
意
味
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
続
く
）

鶴見  晃
同朋大学文学部
仏教学科教授
岡崎教区第32組
善正寺衆徒

つる   み     あきら

かん                 む                 りょう             じゅ                 きょう じょ        ぶん

おう   しゃ     じょう

親鸞聖人が大切にされた浄土三部経の一つである『観無量寿経』序分には、どのようなことが書かれていて、
“今”を生きる私たちに何を伝えているのでしょうか。「東本願寺 日曜講演」の講演録をもとに丁寧に紐解いてまいります。
「旃陀羅」表記について…『真宗聖典 第二版』では「栴」を用いていますが、本連載では引用文を除き、一般的に使われる「旃」を用います。

親鸞仏教センター所長
東京教区東京1組
本龍寺住職
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1日に一度はお内仏へ  月に一度はお寺へ  年に一度は本山へお参りしましょう
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books@higashihonganji.or.jp

お問い合わせは
こちらまで!

広告募集中!

毎月76万部 発行

ブログやラジオなどで多くの方の
悩みに寄り添ってきた僧侶の川村
妙慶氏。本書では生きる道を照ら
すきっかけとなった30人の言葉を
紹介。言葉に息づくまなざしから、
仏の教えをたどっていきます。

浄土真宗の宗祖・親鸞聖人の生
涯を、親しみやすいイラストを織り
交ぜながらやさしくつづる伝記。各
章ごとに親鸞聖人の教えの言葉を
意訳付きで紹介。宗祖のご生涯を
学ぶならこの書籍がおすすめです！

伝記 親鸞聖人
A5判 128頁
定価：1,760円（税込）

忘れられない言葉
－30のまなざしと仏の教え

川村 妙慶 著
168mm×120mm 152頁／定価：1,100円（税込）

イラストつきで
読みやすい

生きる道を静かに
灯し続ける、30人の
言葉と仏の教え。

4月1日は親鸞聖人の
お誕生日

●漫才師 オール巨人さん
　一日の始まりは、まず心を開くこと。
　その心を開く合図が“挨拶”です。
●脚本家 山田太一さん
　過去の栄光にすがる必要はない。
　人はみな、今の生き方そのものが
　誰かのモデルになっている。
●解剖学者 養老孟司さん
　身内ほど 伝わらないことが 
　あるのですね

掲載されている言葉の
一部をご紹介

新刊

ご注文・お問い合わせは 075-371-9189T
E
L 075-371-9211F

A
X

東本願寺出版
オンラインショップ

ワンポイント
  アドバイス

―
東
本
願
寺
の
庭
師
コ
ラ
ム
―

第
4
回

鹿児島別院

花まつりとは
どんな行事
なのでしょうか？

国内外あわせて55ある真宗大谷派の別院。教化伝道
の中心道場として、真宗門徒の信仰の歩みが色濃く
表れています。そんな各地の別院を紹介していきます！

庭
を
食
す

　庭
は
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。で
は
、庭
を「
自
然
」と
捉
え
た
時
、そ

こ
に
あ
る「
い
の
ち
」を
食
す
と
、何
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　先
日
、あ
る
庭
の
鯉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　泥
吐
き
を
終
え
た
鯉
に
手
を
合
わ
せ
、そ

の
心
臓
を
突
く
。三
枚
に
お
ろ
す
途
中
で
、鯉

が
跳
ね
ま
し
た
。頭
を
落
と
し
て
も
な
お
動

き
続
け
る
そ
の
姿
に
、生
命
の
凄
ま
じ
さ
を

見
せ
つ
け
ら
れ
た
の
と
同
時
に
罪
悪
感
が
込

み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　焼
く
と
、川
魚
特
有
の
強
い
癖
が
香
り

ま
し
た
。一
口
運
ぶ
と
、豊
か
な
脂
が
口
中
で

溶
け
、力
強
い
香
り
が
鼻
腔
を
抜
け
ま
す
。

旨
い

―
。

　驚
い
た
の
は
、い
の
ち
を
奪
っ
た
申
し
訳
な

さ
を
、「
悦
び
」が
上
回
っ
た
こ
と
で
す
。こ
れ

こ
そ
が「
い
の
ち
を
頂
く
」と
い
う
こ
と
な
の

か
。自
分
が
人
間
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識

さ
せ
ら
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

　両
手
に
収
ま
る
ほ
ど
の
小
ぶ
り
な
一
匹
で

し
た
が
、不
思
議
と
そ
れ
以

上
何
も
欲
さ
な
い
ほ
ど
の
充

足
感
が
あ
り
、そ
の
後
数
日
、

身
体
の
芯
か
ら
力
が
湧
く
の

を
感
じ
ま
し
た
。な
ぜ
、あ
の

小
さ
な
一
匹
に
こ
れ
ほ
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
た
の
か
。

　私
は
、そ
の
要
因
は「
癖
」に
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。現
代
は
食
べ
や
す
さ
を
追
求
し
、

苦
み
や
毒（
薬
効
）と
い
っ
た「
癖
」を
削
ぎ
落

と
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、私
た
ち
は
胃

袋
が
物
理
的
に
満
た
さ
れ
る
ま
で
食
べ
続
け

て
も
、ど
こ
か
飢
え
て
い
る
、そ
う
感
じ
ま
す
。

　「癖
」と
は
、そ
の
生
き
物
が
野
生
と
し
て

生
き
た
証
、つ
ま
り
生
命
力
そ
の
も
の
で
す
。

「
癖
」の
あ
る
も
の
を
食
し
、少
量
で
満
た
さ

れ
る
。そ
れ
は
、庭
と
い
う
小
さ
な
自
然
を
介

し
て
、大
き
な「
い
の
ち
の
循
環
」に
つ
な
ぎ

直
さ
れ
る
経
験
で
し
た
。

第4回

別院旅行
��������������

QQ
教えて住職！

「花まつり」は4月8日のお釈迦さまのご誕生を祝っ
て、毎年寺院などで行われる仏事です。

　色とりどりの春の花で飾った「花御堂」に、お釈迦さまの
誕生されたお姿（誕生仏）を安置し、甘茶を濯ぎかけてお
祝いします。これは、お釈迦さまが4月8日にネパールのル
ンビニーという村の花畑で誕生されたとき、空から甘露の
雨が降り注いだという伝説にちなんでいます。
　お釈迦さまは、今からおよそ2500年前、インドの北部、
釈迦族の王子として誕生しました。そして生まれてすぐに
七歩あゆみ、右手は天を、左手は地を指し、「天上天下唯我
独尊」（天にも地にも、ただ我一人にして尊し）と声高らかに
宣言したと言われています。
　これは、私たちが生きている六つの迷いの世界（六道：地
獄・餓鬼・畜生・修羅・人・天）から出られ、私たち一人ひとり
がほかの誰とも代わることのできない者として誕生し、尊
いいのちを生きているのだということを伝えてくださる、お
釈迦さまからの大切なメッセージなのです。
　一人ひとりが迷いの世界を超え、誰とも代わることので
きない尊い者であることに目覚め、生まれた意義を確かめ
る機縁として、お釈迦さまのご誕生をお祝いしましょう。

A

長谷山 法雄輪番　鹿児島県鹿児島市
　　　　　　　　 新町２番13号
　　　　　　       TEL 099-226-0110

太
田 

陽
介（
植
彌
加
藤
造
園
株
式
会
社
）

庭を介して、コントロールできない自然の理に触れてみる。

経路 ●電車  市電「いづろ通駅」下車徒歩5分
●バス  南国交通「新町」、鹿児島市バス「新町」
　　　 下車徒歩すぐ

　　　   児島別院は、南九州最大の繁華街である
天文館にもほど近い鹿児島市の中央、大門口通に
あります。過去には薩摩藩・島津氏の民衆支配の
一環として宗教統制（念仏禁制）がなされ、一向宗
（浄土真宗）禁制の時代が続いた歴史があります。
　当時、浄土宗や時宗は、むしろ保護の対象とされ
ました。ことさらに浄土真宗を禁じたのは、やはり
親鸞聖人や蓮如上人の教えそのものが、島津氏の
理念と相容れず、また、信長や秀吉、家康が手を焼
いた一向一揆に代表される、真宗門徒の何ものを
も恐れぬ団結力に対する危機感や嫌悪感が、念仏
禁制へと踏み切らせたのだと考えられます。しかし
ながら、これらの弾圧の中でも念仏相続の灯が消

えることはなく「かくれ念仏」といわれる講が組織
されました。薩摩藩においては、1865年に、全国に
先駆けて廃仏毀釈が徹底して行われ、人びとは神
道以外の宗教を禁じられましたが、真宗門徒はそ
れを拒否し、弾圧を受けながらも「かくれ念仏」講
を続けてきました。信教自由の布達により、ようやく
この地に信教の自由が訪れたのは、1876年のこと
でした。1878年の仮別院完成から1945年の空
襲による焼失などを経て、現本堂は1962年に完
成しました。2026年3月には、薩摩真宗禁制解禁
150年法要（第1期 九州教区慶讃法要）が厳修さ
れました。鹿児島別院の会館内には「かくれ念仏」
資料展示場が常設され、いつでも見学することが
できます。

鹿

花尾隠れ念仏洞
■アクセス　
車：鹿児島中央から40分
JR九州バス：
　 「花尾神社前」下車、
 　徒歩20分

三枚におろした鯉

　鹿児島市花尾町にある「花尾隠れ念仏洞」。
道路から山道を約200m登っていくと、高さは約
1.4mの洞穴があります。入口は三角形で洞穴の
奥は8帖ほどのスペースとなっています。浄土真
宗の禁制が解かれるまで仏像や仏具を隠し、お
念仏を称えていたと伝えられています。

輪番のおすすめ スポット

7面「でんごん場」もチェック！

鹿児島県
観光サイト

は  せ やま  のり お

ことわり

                                                          しゃ か

　

                                                                        はな み どう

                                                                       　　　 あまちゃ     そそ
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どくそん

                                                                                                              ろく どう    じ

ごく    が   き   ちくしょう  しゅ ら   にん  てん

てんもんかん                                                                           だいもんぐちどおり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 きんぜい　　　　　　　　　 いっこう

　　　　　　　　　  れんにょしょうにん

                       いっ  き

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ともしび

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こう

　　　　　　　　 はいぶつ  き しゃく　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  きょうさん　　　　　　  ごんしゅう
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東本願寺出版公式LINEお友だち募集中  公式アカウントID ⇒    @469jqkzt 

〒600-8505 京都市下京区烏丸通七条上る 東本願寺出版「同朋新聞編集係」
宛
先
Eメール／shuppan@higashihonganji.or.jp　FAX／075-371-9211 ◆住所・氏名・年齢・電話番号を明記してお送りください。

　紙幅の都合上、掲載時は添削・抜粋させていただく場合があります。『同朋新聞』の感想をはじめ、日々の思いなどをお寄せください。お便り募集

クロスワードパズル今月号の『同朋新聞』を読んで、 を完成させよう！クロスワードパズル プレゼント   付

郵便はがきにて、❶「クロスワードパズルの答え」❷「郵便番号」・
「住所」・「氏名」・「年齢」・「性別」・「電話番号」と❸『同朋新聞』の
感想や紙面に関する要望を添えて、右記までご応募ください。
今月号の締め切りは5月10日（日）（当日消印有効）です。

〈ご注意〉　◆当選者の発表は、発送をもって代えさせ
ていただきます。　◆個人情報はプレゼントの発送お
よび紙面づくりの参考に使用し、それ以外の目的には
使用しません。　◆感想は「読者のお便り」や「読者の
こえ」に掲載する場合があります。　◆本クロスワード
パズルは、独自のルールに基づいて作成しております。

〒600-8505 
京都市下京区烏丸通七条上る
東本願寺出版
「クロスワードパズル係」まで

宛
先

正解者の中から抽選で3名様に「東本願寺出版オリジナル図書カード1,000円分」、2名様に月刊『同朋』をプレゼントします！

2
月
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え
は
、A

B

C

D

Googleフォームでも
応募できます！
応募は
コチラ

10

6

答え
A B C D

※答えはすべて「ひらがな」でお答えください。

●「英語で味わう正信偈の世界」英語は
苦手ですが、英訳をとおしてマイケル
先生が気づいたことなどを読むのが
楽しみです。英語の勉強にもつなげ
てみたいと思います。（新潟県40代）

「タテのカギ」「ヨコのカギ」それぞれの設問に答え、
クロスワードパズルを完成させましょう！4月号の
『同朋新聞』を読むと、ほとんどの答えがわかります！！
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●「特集」帰敬式の安本住職のお
話はWEBでも拝読しました。さ
まざまなご経験を経てのお言葉
にあらためて感じ入りました。
（愛媛県50代）

読者の
こえ
読者の
こえ
読者の
こえ

 1月
号を読んで

な
の
は
な

「てらこや大谷」今月の「リレーコラム ともに」のタ
イトルは「○○○○」です。（6面）
○○たのお悩みお聞きします 東本願寺いのちと
こころの相談室 075-371-9280（毎週木曜13
時～17時 ※祝日・行事日は閉室） （11面枠下）
「教えて住職！」「花○○○」は4月8日のお釈迦さ
まのご誕生を祝って、毎年寺院などで行われる
仏事です。（10面）
『伝記 親鸞聖人』は浄土真宗の宗祖・親鸞聖人
の生涯を、親しみやすいイラストを織り交ぜなが
らやさし○○づる伝記です。（10面）
「英語で味わう正信偈の世界」「覩見諸仏浄土
因 国土○○天之善悪」（1面）

「縁―お寺の掲示板―」今月
の法語は「眠れない夜を嘆く
者は多いが 目覚めた○○に感
謝する者は少ない」です。（3面）
私たちの宗旨は浄土○○○○
○です。
月刊『同朋』4月号の特集は
「ともだち―同朋で○○こと」
です。（12面）
月刊『同朋』4月号の特集では
「同胞（はらから）」とこ○○○、
○○○んや地縁、社会的地

8

7

位、人種や性差などにとどまらない
つながりとは何か。「同朋」という言
葉に迫ります。（12面）
1日に一度はお内仏へ 月に一度は
お寺へ 年に一度は本山へお○○り
しましょう（9面枠下）
「特集」真宗大谷派学校連合会加
盟校の共有する願いは「―安心し
て○○○いける場所―」です。（2面）
「ひかりを伝えたひと」「阿弥陀如
来化してこそ 本師源空としめしけ
れ 化縁○○○つきぬれば 浄土に
かえりたまいにき」（8面）

“語り合おう！”
“お話を聞いて”

真宗本廟境内には、全国から来られるご門徒と寝食をともにして真宗門徒の生活を習う「同朋会館」があり
ます。お友達と一緒に、真宗本廟奉仕にぜひご参加ください。皆さまのお越しをお待ちしています。

大切な友人が1週間前に突然亡く
なり、今まであまり実感しなかった
「死」というものを強く意識した中
での上山でした。“どうして”、“なぜ”という疑問ばかりが浮かんでいまし
たが、「死」を自然に受け入れられるような気がしています。（60代 女性）

1団体5人以上でお申し込みください。
個人でも参加できる奉仕団があります。
（春の法要奉仕団、おみがき奉仕団、
 報恩講奉仕団、お煤払い奉仕団）

希望日の40日前までに、電話もしくは同朋
会館ホームページから予約のうえ、上山され
る1カ月前までに申込書を提出ください。

お申し込み・お問い合わせ

同朋会館・研修部　
TEL：075-371-9185

奉仕団の予約
はこちらから
もできます

〈2泊3日〉18,000円、米2kg（1升4合）
　　　　　　または米代1,300円
〈1泊2日〉13,000円、米1.2kg（8合）
　　　　　　または米代800円

冥
加
金

申
し
込
み

声参加者の

“お掃除をして”
“お勤めをして”

真宗本廟奉仕に参加しよう！

声参加者の

上山された団体（2026年2月）
北海道 第16組聞名寺本山奉仕団、南第3組後期教習　東北 山形第9組宗蓮寺奉仕団
新潟 第15組門徒会奉仕団、三条真宗学院同窓会　金沢 第9河北組同朋の会推進講座
小松大聖寺 第1組本善寺聞信会奉仕団　福井 第3組推進員養成講座後期教習　
大垣 第16組門徒会　岡崎 第13組門徒会員奉仕団　名古屋 教化センター研究生
奉仕団　京都 石西組法藏寺森本家奉仕団、丹波第3組たんさん奉仕団　九州 山門
西組門徒会奉仕団、八女組專勝寺奉仕団　その他 親鸞仏教オンライン学舎

三重県松阪市在住 女性（70代）

子どもたちと作った
びゅんびゅんごま

　毎月『同朋新聞』をご住職からいただき
拝読しています。1月号から始まった「てらこ
や大谷」の「いっしょにあそぼう」は大変参
考になりました。
　私は友人から誘われたことをきっかけに、
4年ほど前から学童施設で働いています。日
頃から子どもたちと遊べるものを探していた
のですが、なかなか見つかりませんでした。

　『同朋新聞』1月号を読んでみると「いっ
しょにあそぼう」のコーナーに「びゅんびゅん
ごま」の作り方が掲載されており、子どもた
ちとこれを作ろうと思い立ちました。
　学童の子どもたちがどんな絵を描いたら
面白いかなと、みんなで試行錯誤している
姿は心温まるもので、完成した時、子どもた
ちは笑顔いっぱいでした。上手に回すのは

少し難しそうでしたが、『同朋新聞』をきっか
けに子どもたちと楽しい時間を過ごすこと
ができました。
　3月号では「草花でたたき染め」が紹介さ
れていて、また子どもたちとチャレンジしてみ
ようと思います。これからも活用させていた
だきますのでよろしくお願いします。

日程中に
帰敬式を
受式できます

日程中に
帰敬式を
受式できます

しんらん交流館真宗本廟
開館時間／9時～17時
休館日／毎週火曜日
（1階）カフェ シュイロイースト
営業時間／9時～18時
定休日／毎週火曜日

開門・閉門時間
　3月～10月
　  5時50分～17時30分
　11月～2月
　  6時20分～16時30分

詳しくはこちら 詳しくはこちら

大谷祖廟渉成園
開園・閉園時間
　3月～10月：9時～17時
        （受付16時30分まで）
　11月～2月：9時～16時
        （受付15時30分まで）

開門・閉門時間
　5時～17時
納骨・読経受付時間
　8時45分～11時30分
　12時45分～15時30分

詳しくはこちら 詳しくはこちら

救援金を勧募しています
宗派では、「令和6年能登半島地震」に
対する救援金を勧募し
ています。皆さまから
の温かいご支援を
お願い申し上げ
ます。

郵便振替口座番号
00920-3-203053

救援金口座

救援金総額

加 入 者 名 真宗大谷派 ※通信欄に「令和

252,542,008円 
（2026年3月1日現在）

6年能登半島地震」とご記載ください。

東本願寺いのちとこころの相談室 075-371-9280 （毎週木曜13時～17時 ※祝日・行事日は閉室）あなたのお悩みお聞きします

－納骨・帰敬式 同朋会館宿泊プラン－

納骨・帰敬式でのご参拝を縁に、
同朋会館での生活を体験してみませんか？

詳細・お問い合わせ

同朋会館
研修部

（11） 2026年（令和8年）4月1日  第821号 （7） 2025年（令和7年）7月1日  第812号



〒600-8505 京都市下京区烏丸通七条上る 東本願寺出版「同朋新聞編集係」
宛
先
Eメール／shuppan@higashihonganji.or.jp　FAX／075-371-9211 ◆住所・氏名・年齢・電話番号を明記してお送りください。

　紙幅の都合上、掲載時は添削・抜粋させていただく場合があります。『同朋新聞』の感想をはじめ、日々の思いなどをお寄せください。お便り募集

クロスワードパズル今月号の『同朋新聞』を読んで、 を完成させよう！クロスワードパズル プレゼント   付

郵便はがきにて、❶「クロスワードパズルの答え」❷「郵便番号」・
「住所」・「氏名」・「年齢」・「性別」・「電話番号」と❸『同朋新聞』の
感想や紙面に関する要望を添えて、右記までご応募ください。
今月号の締め切りは5月10日（日）（当日消印有効）です。

〈ご注意〉　◆当選者の発表は、発送をもって代えさせ
ていただきます。　◆個人情報はプレゼントの発送お
よび紙面づくりの参考に使用し、それ以外の目的には
使用しません。　◆感想は「読者のお便り」や「読者の
こえ」に掲載する場合があります。　◆本クロスワード
パズルは、独自のルールに基づいて作成しております。

〒600-8505 
京都市下京区烏丸通七条上る
東本願寺出版
「クロスワードパズル係」まで

宛
先

正解者の中から抽選で3名様に「東本願寺出版オリジナル図書カード1,000円分」、2名様に月刊『同朋』をプレゼントします！
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6

答え
A B C D

※答えはすべて「ひらがな」でお答えください。

●「英語で味わう正信偈の世界」英語は
苦手ですが、英訳をとおしてマイケル
先生が気づいたことなどを読むのが
楽しみです。英語の勉強にもつなげ
てみたいと思います。（新潟県40代）

「タテのカギ」「ヨコのカギ」それぞれの設問に答え、
クロスワードパズルを完成させましょう！4月号の
『同朋新聞』を読むと、ほとんどの答えがわかります！！
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●「特集」帰敬式の安本住職のお
話はWEBでも拝読しました。さ
まざまなご経験を経てのお言葉
にあらためて感じ入りました。
（愛媛県50代）

読者の
こえ
読者の
こえ
読者の
こえ

 1月
号を読んで

な
の
は
な

「てらこや大谷」今月の「リレーコラム ともに」のタ
イトルは「○○○○」です。（6面）
○○たのお悩みお聞きします 東本願寺いのちと
こころの相談室 075-371-9280（毎週木曜13
時～17時 ※祝日・行事日は閉室） （11面枠下）
「教えて住職！」「花○○○」は4月8日のお釈迦さ
まのご誕生を祝って、毎年寺院などで行われる
仏事です。（10面）
『伝記 親鸞聖人』は浄土真宗の宗祖・親鸞聖人
の生涯を、親しみやすいイラストを織り交ぜなが
らやさし○○づる伝記です。（10面）
「英語で味わう正信偈の世界」「覩見諸仏浄土
因 国土○○天之善悪」（1面）

「縁―お寺の掲示板―」今月
の法語は「眠れない夜を嘆く
者は多いが 目覚めた○○に感
謝する者は少ない」です。（3面）
私たちの宗旨は浄土○○○○
○です。
月刊『同朋』4月号の特集は
「ともだち―同朋で○○こと」
です。（12面）
月刊『同朋』4月号の特集では
「同胞（はらから）」とこ○○○、
○○○んや地縁、社会的地

8

7

位、人種や性差などにとどまらない
つながりとは何か。「同朋」という言
葉に迫ります。（12面）
1日に一度はお内仏へ 月に一度は
お寺へ 年に一度は本山へお○○り
しましょう（9面枠下）
「特集」真宗大谷派学校連合会加
盟校の共有する願いは「―安心し
て○○○いける場所―」です。（2面）
「ひかりを伝えたひと」「阿弥陀如
来化してこそ 本師源空としめしけ
れ 化縁○○○つきぬれば 浄土に
かえりたまいにき」（8面）

“語り合おう！”
“お話を聞いて”

真宗本廟境内には、全国から来られるご門徒と寝食をともにして真宗門徒の生活を習う「同朋会館」があり
ます。お友達と一緒に、真宗本廟奉仕にぜひご参加ください。皆さまのお越しをお待ちしています。

大切な友人が1週間前に突然亡く
なり、今まであまり実感しなかった
「死」というものを強く意識した中
での上山でした。“どうして”、“なぜ”という疑問ばかりが浮かんでいまし
たが、「死」を自然に受け入れられるような気がしています。（60代 女性）

1団体5人以上でお申し込みください。
個人でも参加できる奉仕団があります。
（春の法要奉仕団、おみがき奉仕団、
 報恩講奉仕団、お煤払い奉仕団）

希望日の40日前までに、電話もしくは同朋
会館ホームページから予約のうえ、上山され
る1カ月前までに申込書を提出ください。

お申し込み・お問い合わせ

同朋会館・研修部　
TEL：075-371-9185

奉仕団の予約
はこちらから
もできます

〈2泊3日〉18,000円、米2kg（1升4合）
　　　　　　または米代1,300円
〈1泊2日〉13,000円、米1.2kg（8合）
　　　　　　または米代800円

冥
加
金

申
し
込
み

声参加者の

“お掃除をして”
“お勤めをして”

真宗本廟奉仕に参加しよう！

声参加者の

上山された団体（2026年2月）
北海道 第16組聞名寺本山奉仕団、南第3組後期教習　東北 山形第9組宗蓮寺奉仕団
新潟 第15組門徒会奉仕団、三条真宗学院同窓会　金沢 第9河北組同朋の会推進講座
小松大聖寺 第1組本善寺聞信会奉仕団　福井 第3組推進員養成講座後期教習　
大垣 第16組門徒会　岡崎 第13組門徒会員奉仕団　名古屋 教化センター研究生
奉仕団　京都 石西組法藏寺森本家奉仕団、丹波第3組たんさん奉仕団　九州 山門
西組門徒会奉仕団、八女組專勝寺奉仕団　その他 親鸞仏教オンライン学舎

三重県松阪市在住 女性（70代）

子どもたちと作った
びゅんびゅんごま

　毎月『同朋新聞』をご住職からいただき
拝読しています。1月号から始まった「てらこ
や大谷」の「いっしょにあそぼう」は大変参
考になりました。
　私は友人から誘われたことをきっかけに、
4年ほど前から学童施設で働いています。日
頃から子どもたちと遊べるものを探していた
のですが、なかなか見つかりませんでした。

　『同朋新聞』1月号を読んでみると「いっ
しょにあそぼう」のコーナーに「びゅんびゅん
ごま」の作り方が掲載されており、子どもた
ちとこれを作ろうと思い立ちました。
　学童の子どもたちがどんな絵を描いたら
面白いかなと、みんなで試行錯誤している
姿は心温まるもので、完成した時、子どもた
ちは笑顔いっぱいでした。上手に回すのは

少し難しそうでしたが、『同朋新聞』をきっか
けに子どもたちと楽しい時間を過ごすこと
ができました。
　3月号では「草花でたたき染め」が紹介さ
れていて、また子どもたちとチャレンジしてみ
ようと思います。これからも活用させていた
だきますのでよろしくお願いします。

日程中に
帰敬式を
受式できます

日程中に
帰敬式を
受式できます

しんらん交流館真宗本廟
開館時間／9時～17時
休館日／毎週火曜日
（1階）カフェ シュイロイースト
営業時間／9時～18時
定休日／毎週火曜日

開門・閉門時間
　3月～10月
　  5時50分～17時30分
　11月～2月
　  6時20分～16時30分

詳しくはこちら 詳しくはこちら

大谷祖廟渉成園
開園・閉園時間
　3月～10月：9時～17時
        （受付16時30分まで）
　11月～2月：9時～16時
        （受付15時30分まで）

開門・閉門時間
　5時～17時
納骨・読経受付時間
　8時45分～11時30分
　12時45分～15時30分

詳しくはこちら 詳しくはこちら

救援金を勧募しています
宗派では、「令和6年能登半島地震」に
対する救援金を勧募し
ています。皆さまから
の温かいご支援を
お願い申し上げ
ます。

郵便振替口座番号
00920-3-203053

救援金口座

救援金総額

加 入 者 名 真宗大谷派 ※通信欄に「令和

252,542,008円 
（2026年3月1日現在）

6年能登半島地震」とご記載ください。

東本願寺いのちとこころの相談室 075-371-9280 （毎週木曜13時～17時 ※祝日・行事日は閉室）あなたのお悩みお聞きします

－納骨・帰敬式 同朋会館宿泊プラン－

納骨・帰敬式でのご参拝を縁に、
同朋会館での生活を体験してみませんか？

詳細・お問い合わせ

同朋会館
研修部

（11） 2026年（令和8年）4月1日  第821号 （7） 2025年（令和7年）7月1日  第812号



匠
東本願寺
      を支える

TAKUM I

真宗本廟（東本願寺）では、毎日さまざまな匠たちがお仕事をされています。
日頃は表立ってなかなか見えない東本願寺の日常を支える匠たちを紹介します！

　月刊『同朋』をご購入いただいた方
全員に、『同朋』の表紙絵を描いてくだ
さっている北村人さん（絵本作家・イラ
ストレーター）オリジナルの東本願寺
限定ポストカードをプレゼント！特集 ともだち ―同朋であること

巻頭インタビュー tofubeatsさん（DJ/音楽プロデューサー）

　月刊『同朋』は、2026年4月号で900号を迎えます。「仏教がみちびく、あらたな
人生」をモットーに、社会の身近な困りごとをとおして、いつの時代にも大事な教
えを発信してきました。900号では、「ともだち―同朋であること」をテーマに特
集。「同胞（はらから）」と異なり、血縁や地縁、社会的地位、人種や性差などにと
どまらないつながりとは何か。「同朋」という言葉に迫る特集です。

　中学生・高校生・大学生・専門学生
に限り、特別価格で、年間購読できま
す。新生活が始まる4月から、『同朋』
を毎月読んでみませんか。

　東本願寺境内にある、「参拝接待所ギャラリー」では、
4月20日から5月21日まで、創刊から900号までの歩みを
紹介する展示を行います。ぜひご来場ください。

●小説  王谷晶さん（小説家）　  ●漫画  はらだ有彩さん（漫画家）
●寄稿  小川てつオさん（『ホームレス文化』著者）、
　　　 鷲谷花さん（映画研究者）、松下新土さん（作家・詩人）
●対談  西寺浄帆さん（三重教区本覺寺）、近藤順子さん（東京教区念速寺）

主な
内容

月刊『同朋』4月号

900号記念キャンペーン900号記念キャンペーン
ポストカードをプレゼント 学割キャンペーン

ご注文・お問い合わせは 075-371-9189T
E
L 075-371-9211F

A
X

参拝接待所ギャラリー

1 2

トーフビーツ

●1会計につき1枚
●単号購入・年間購読どちらも対象　

通常価格 4,400円（税込・送料込）
期間中の注文に限り、

2,200円（税込・送料込）

900号まで回顧するギャラリー展も開催900号まで回顧するギャラリー展も開催

期間 4月1日~5月31日

2026年1月号より
電子書籍もお求
めいただけます。

・  ・  ・  ・

じん

東本願寺出版
オンラインショップ

編
集
室

だ
よ
り

◆「桜の開花がニュースになる国って、すてきじゃないです
か」―JR東海の「そうだ、京都行こう。」は、四季折々の美し
い京都の風景に、ナレーションとBGMをのせたCMで話題
となりました。私も小学生の頃、初めてそのCMを見て、「い
つか自分もここに行ってみたい！」と思いました。子どもの頃
は、ただきれいな景色や観光だけを目当てにしていました

が、大人になると、1200年前の人びとの暮らしや文化に興味が湧き、想
いを馳せるようになりました。季節は移ろいゆくものですが、古の息づか
いは今も確かに感じ取ることができるような気がします。
◆「英語で味わう正信偈の世界」について、今号より電子版にて英訳を
音声で聞けるようにいたしました。あわせて和訳を掲載しています。ぜひ
「正信偈」の奥深い世界を味わっていただけますとうれしいです。（浅野）

リアル高齢者マンガ

※いつも明るい気分でいたい人は読まないでください

じごくじごく

4

各教区・開教区などの行事一覧はこちら

お東さん インフォメーションOHIGASHIOHIGASHI

申込フォーム
はこちら

　教学研究所では「浄土真宗ドットインフォ」内に、
本年2月より「教研通信」欄を新設し、研究職員によ
る「テーマ連載」と「響―ECHO―」（フリー随想）を、
毎月15日に更新します。
　今回の「テーマ連載」は、「釈尊をたずねて」。さまざまな時代や地
域で確かめられてきた釈尊をたずねてまいります。
　「響―ECHO―」では、日々の生活上の課題や関心事などについ
て、仏教の視点から随想を執筆していきます。ぜひご覧ください。
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修学旅行生参拝案内のお知らせ

「真宗本廟子ども奉仕団」のご案内

　家田鐵彦参議会議員、名古屋教区第9組教西寺門徒。
2026年1月25日逝去。85歳。2016年から今期までの4期に
わたり参議会議員を務められました。

「教研通信」を新設 
ー研究職員によるコラム連載はじまるー

　僧侶（案内スタッフ）が東本願寺の歴史や仏教の教え
も交えながら修学旅行生の予定に応じてご案内します。

期 間

2026年6月28日（日）申込締切

2026年7月28日（火）～30日（木）
対 象 小学4～6年生

テーマ ほとけの子　

11,000円、米2kg（1升4合）または
　　　　　　　　   米代1,500円

冥加金
2026年5月13日（水）～6月6日（土）
8：00～11：00

開催期間

2027年4月1日付
採用（試用期間あり）
採用時期

2026年4月1日（水）
から24日（金）まで
提出期間

真宗大谷派宗務所  
総務部 宗務役員募集係
TEL：075-371-9272

お問い
合わせ

①高等学校卒業ま
たはこれと同等以上の学力を有
すると認められる者②真宗大谷
派の僧侶または門徒（帰敬式を
受式し、所属寺が明確であること）

応募資格
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2025年度真宗大谷派仏教青年同盟大会
開催のご案内
　初めて仏法に出会う方、学校・仕事・育児な
どで忙しく毎日を過ごされている方、ともに、
聴き、語り、分かち合いましょう！

詳しくは
こちら

2026年6月20日（土）～21日（日）期間
福島県二本松市  眞行寺会場

宗
務
役
員（
一
般
職
）を

  

募
集
し
て
い
ま
す
！

月
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1950年4月発行1976年4月発行2009年8月発行2026年4月発行

詳しくは
こちら

※引率の大人は22,000円、
　米2kg（1升4合）または
　米代1,500円

※6月4日（木）までは平日のみ開催
※5月27日（水）・28日（木）、6月1日（月）・5日（金）は休み

詳しくは
こちら

最新号 創刊号

　東本願寺でおともだちと一緒にあそぼう！

詳しくはこちら

ご逝去のお知らせ

無料!
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（12）2026年（令和8年）4月1日  第821号

令和6年能登半島地震で被害に遭われました被災者の方々に対し、衷心よりお見舞い申し上げます
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